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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　方法であって、
　受信機を備えるデバイスにおいて、
　　所望される信号寄与を備える受信信号のスペクトル帯域内の複数のサブ帯域のうちの
少なくとも１つのサブ帯域から取得された信号データがさらに、少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えているか否かを判定するために、前記複数のサブ帯域のうちの少な
くとも１つのサブ帯域をスキャンすることと、ここで、前記少なくとも１つのサブ帯域は
、前記スペクトル帯域の中心周波数と前記複数のおのおののサブ帯域のそれぞれの中心周
波数との間の差分の昇順での順位付けに少なくとも部分的に基づいた前記複数のサブ帯域
のスキャンに優先順位を付けるスキャン順序に少なくとも部分的に基づいて、スキャンす
るために選択され、ここで、前記複数のサブ帯域の第１の部分の前記それぞれの中心周波
数は、前記スペクトル帯域の前記中心周波数よりも高く、前記複数のサブ帯域の第２の部
分の前記それぞれの中心周波数は、前記スペクトル帯域の前記中心周波数よりも低く、こ
こで、前記昇順での順位付けの少なくとも一部は、前記第１の部分のサブ帯域と前記第２
の部分のサブ帯域との間で交互する、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域における信号データが、前記少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えていると判定されることに応じて、前記少なくとも１つの所望され
ない信号寄与に影響を与えるために、前記受信機内の少なくとも１つのノッチ・フィルタ
を起動させることと、を備える方法。
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【請求項２】
　前記スキャンすることはさらに、前記複数のサブ帯域のうちの１または複数の帯域幅、
前記複数のサブ帯域のうちの１または複数の中心周波数、前記複数のサブ帯域のうちの１
または複数の統合時間、またはそれらの組み合わせを設定することを備える、請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　前記スキャンすることはさらに、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域を選択することと、
　　前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に対して中心周波数を推定することとを
備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記スキャンすることはさらに、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域を選択することと、
　　前記選択されたサブ帯域において信号サンプルを収集することと、
　　前記選択されたサブ帯域の電力スペクトルを生成するために、前記信号サンプルにフ
ーリエ解析を適用することと、
　　前記選択されたサブ帯域において、前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に対
して１または複数のパラメータを推定するために、前記電力スペクトルにピーク処理を適
用することとを備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記中心周波数を推定することはさらに、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域のための１または複数の電力スペクトルを、非コヒー
レントに結合することと、
　　　前記結合された電力スペクトルにしきい値を適用することとを備える、請求項３に
記載の方法。
【請求項６】
　前記複数のサブ帯域のうちの２つが、少なくとも部分的にオーバラップする、請求項１
に記載の方法。
【請求項７】
　前記複数のサブ帯域のうちの少なくとも２つが、異なる中心周波数および等しい帯域幅
サイズを有する、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記スペクトル帯域は、前記複数のサブ帯域によって使い果たされる、請求項１に記載
の方法。
【請求項９】
　前記デバイスにおいて、前記受信機における複数の異なる処理ステージのうちの少なく
とも１つから、前記信号データを取得すること、をさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記信号データは、前記少なくとも１つのノッチ・フィルタを備えるフィルタリング・
ステージの前または後の何れかにおいて取得される、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記所望される信号寄与は、衛星位置決めシステム（ＳＰＳ）信号を備える、請求項１
に記載の方法。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの所望されない信号寄与は、前記所望される信号と干渉する連続波
信号を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記スキャンすることは、１または複数のトリガ・イベントに応じて開始される、請求
項１に記載の方法。
【請求項１４】
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　前記１または複数のトリガ・イベントは、デバイスまたはセッション開始イベント、新
たなチャネル開始イベント、時間ベースのイベント、周波数ドリフト・イベント、開始さ
れたスキャン・イベント、または信号データしきい値イベント、のうちの少なくとも１つ
を備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記デバイスにおいて、前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に対して少なくと
も１つのパラメータを決定すること、をさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つのパラメータは、前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に対
して推定された中心周波数、推定された帯域幅、または推定された電力、のうちの少なく
とも１つを示す、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記デバイスにおいて、
　前記少なくとも１つのパラメータをメモリに格納することと、
　その後、前記格納されたパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記少なくとも１
つのノッチ・フィルタをプログラムすることと、をさらに備える請求項１５に記載の方法
。
【請求項１８】
　前記デバイスにおいて、前記少なくとも１つのパラメータを、少なくとも１つの他のデ
バイスへ送信すること、をさらに備える請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　前記デバイスにおいて、前記デバイスの現在推定されている位置を、前記少なくとも１
つの他のデバイスへ送信すること、をさらに備える請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　装置であって、
　　所望される信号寄与を備える受信信号のスペクトル帯域内の複数のサブ帯域のうちの
少なくとも１つのサブ帯域から取得された信号データがさらに、少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えているか否かを判定するために、前記複数のサブ帯域のうちの少な
くとも１つのサブ帯域をスキャンする手段と、ここで、前記少なくとも１つのサブ帯域は
、前記スペクトル帯域の中心周波数と前記複数のおのおののサブ帯域のそれぞれの中心周
波数との間の差分の昇順での順位付けに少なくとも部分的に基づいた前記複数のサブ帯域
のスキャンに優先順位を付けるスキャン順序に少なくとも部分的に基づいて、スキャンす
るために選択され、ここで、前記複数のサブ帯域の第１の部分の前記それぞれの中心周波
数は、前記スペクトル帯域の前記中心周波数よりも高く、前記複数のサブ帯域の第２の部
分の前記それぞれの中心周波数は、前記スペクトル帯域の前記中心周波数よりも低く、こ
こで、前記昇順での順位付けの少なくとも一部は、前記第１の部分のサブ帯域と前記第２
の部分のサブ帯域との間で交互する、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域における信号データが、前記少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えていると判定されることに応じて、前記少なくとも１つの所望され
ない信号寄与に影響を与えるために、受信機内の少なくとも１つのノッチ・フィルタを起
動させる手段と、を備える装置。
【請求項２１】
　前記複数のサブ帯域のうちの１または複数の帯域幅を設定する手段と、
　前記複数のサブ帯域のうちの１または複数の中心周波数を設定する手段と、
　前記複数のサブ帯域のうちの１または複数の統合時間を設定する手段とのうちの少なく
とも１つをさらに備える、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記スキャンする手段はさらに、
　前記少なくとも１つのサブ帯域を選択する手段と、
　前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に対して中心周波数を推定する手段とを備
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える、請求項２０に記載の装置。
【請求項２３】
　前記スキャンすることはさらに、
　前記少なくとも１つのサブ帯域を選択する手段と、
　前記選択されたサブ帯域において信号サンプルを収集する手段と、
　前記選択されたサブ帯域の電力スペクトルを生成するために、前記信号サンプルにフー
リエ解析を適用する手段と、
　前記選択されたサブ帯域において、前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に対し
て１または複数のパラメータを推定するために、前記電力スペクトルにピーク処理を適用
する手段とを備える、請求項２０に記載の装置。
【請求項２４】
　前記中心周波数を推定することはさらに、
　前記少なくとも１つのサブ帯域のための１または複数の電力スペクトルを、非コヒーレ
ントに結合することと、
　前記結合された電力スペクトルにしきい値を適用することとを備える、請求項２２に記
載の装置。
【請求項２５】
　前記複数のサブ帯域のうちの２つが、少なくとも部分的にオーバラップする、請求項２
０に記載の装置。
【請求項２６】
　前記複数のサブ帯域のうちの少なくとも２つが、異なる中心周波数および等しい帯域幅
サイズを有する、請求項２０に記載の装置。
【請求項２７】
　前記スペクトル帯域は、前記複数のサブ帯域によって使い果たされる、請求項２０に記
載の装置。
【請求項２８】
　前記受信機における複数の異なる処理ステージのうちの少なくとも１つから、前記信号
データを取得する手段、をさらに備える請求項２０に記載の装置。
【請求項２９】
　前記所望される信号寄与は、ＳＰＳ信号を備える、請求項２０に記載の装置。
【請求項３０】
　前記少なくとも１つの所望されない信号寄与は、前記所望される信号と干渉する連続波
信号を備える、請求項２０に記載の装置。
【請求項３１】
　前記スキャンすることは、１または複数のトリガ・イベントに応じて開始される、請求
項２０に記載の装置。
【請求項３２】
　前記１または複数のトリガ・イベントは、デバイスまたはセッション開始イベント、新
たなチャネル開始イベント、時間ベースのイベント、周波数ドリフト・イベント、開始さ
れたスキャン・イベント、または信号データしきい値イベント、のうちの少なくとも１つ
を備える、請求項３１に記載の装置。
【請求項３３】
　前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に対して少なくとも１つのパラメータを決
定する手段、をさらに備える請求項２０に記載の装置。
【請求項３４】
　前記少なくとも１つのパラメータは、前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に対
して推定された中心周波数、推定された帯域幅、または推定された電力、のうちの少なく
とも１つを示す、請求項３３に記載の装置。
【請求項３５】
　前記少なくとも１つのパラメータをメモリに格納する手段と、
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　その後、前記格納されたパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記少なくとも１
つのノッチ・フィルタをプログラムする手段と、をさらに備える請求項３３に記載の装置
。
【請求項３６】
　前記少なくとも１つのパラメータを、少なくとも１つの他のデバイスへ送信する手段、
をさらに備える請求項３３に記載の装置。
【請求項３７】
　デバイスであって、
　受信機と、
　　前記受信機を介して受信した信号のスペクトル帯域内の複数のサブ帯域のうちの少な
くとも１つのサブ帯域をスキャンし、前記受信信号は、前記少なくとも１つのサブ帯域か
ら取得された信号データがさらに、少なくとも１つの所望されない信号寄与を備えている
か否かを判定するための所望される信号寄与を備え、ここで、前記少なくとも１つのサブ
帯域は、前記スペクトル帯域の中心周波数と前記複数のおのおののサブ帯域のそれぞれの
中心周波数との間の差分の昇順での順位付けに少なくとも部分的に基づいた前記複数のサ
ブ帯域のスキャンに優先順位を付けるスキャン順序に少なくとも部分的に基づいて、スキ
ャンするために選択され、ここで、前記複数のサブ帯域の第１の部分の前記それぞれの中
心周波数は、前記スペクトル帯域の前記中心周波数よりも高く、前記複数のサブ帯域の第
２の部分の前記それぞれの中心周波数は、前記スペクトル帯域の前記中心周波数よりも低
く、ここで、前記昇順での順位付けの少なくとも一部は、前記第１の部分のサブ帯域と前
記第２の部分のサブ帯域との間で交互する、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域における信号データが、前記少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えていると判定されることに応じて、前記少なくとも１つの所望され
ない信号寄与に影響を与えるために、前記受信機内の少なくとも１つのノッチ・フィルタ
を起動させるための少なくとも１つの処理ユニットとを備えるデバイス。
【請求項３８】
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、
　前記複数のサブ帯域のうちの１または複数の帯域幅、
　前記複数のサブ帯域のうちの１または複数の中心周波数、
　前記複数のサブ帯域のうちの１または複数の統合時間、
　またはそれらの組み合わせを設定する、請求項３７に記載のデバイス。
【請求項３９】
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、
　前記少なくとも１つのサブ帯域を選択し、
　前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に対して中心周波数を推定する、請求項３
７に記載のデバイス。
【請求項４０】
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、
　前記少なくとも１つのサブ帯域を選択し、
　前記選択されたサブ帯域において信号サンプルを収集し、
　前記選択されたサブ帯域の電力スペクトルを生成するために、前記信号サンプルにフー
リエ解析を適用し、
　前記選択されたサブ帯域において、前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に対し
て１または複数のパラメータを推定するために、前記電力スペクトルにピーク処理を適用
する、請求項３９に記載のデバイス。
【請求項４１】
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、
　前記少なくとも１つのサブ帯域のための１または複数の電力スペクトルを、非コヒーレ
ントに結合し、
　前記結合された電力スペクトルにしきい値を適用する、請求項３９に記載のデバイス。
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【請求項４２】
　前記複数のサブ帯域のうちの２つが、少なくとも部分的にオーバラップする、請求項３
７に記載のデバイス。
【請求項４３】
　前記複数のサブ帯域のうちの少なくとも２つが、異なる中心周波数および等しい帯域幅
サイズを有する、請求項３７に記載のデバイス。
【請求項４４】
　前記スペクトル帯域は、前記複数のサブ帯域によって使い果たされる、請求項３７に記
載のデバイス。
【請求項４５】
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、前記受信機における複数の異なる処理ス
テージのうちの少なくとも１つから、前記信号データを取得する、請求項３７に記載のデ
バイス。
【請求項４６】
　前記信号データは、前記少なくとも１つのノッチ・フィルタを備えるフィルタリング・
ステージの前または後の何れかにおいて取得される、請求項３７に記載のデバイス。
【請求項４７】
　前記所望される信号寄与は、ＳＰＳ信号を備える、請求項３７に記載のデバイス。
【請求項４８】
　前記少なくとも１つの所望されない信号寄与は、前記所望される信号と干渉する連続波
信号を備える、請求項３７に記載のデバイス。
【請求項４９】
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、１または複数のトリガ・イベントに応じ
て前記スキャンを開始する、請求項３７に記載のデバイス。
【請求項５０】
　前記１または複数のトリガ・イベントは、デバイスまたはセッション開始イベント、新
たなチャネル開始イベント、時間ベースのイベント、周波数ドリフト・イベント、開始さ
れたスキャン・イベント、または信号データしきい値イベント、のうちの少なくとも１つ
を備える、請求項３７に記載のデバイス。
【請求項５１】
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、前記少なくとも１つの所望されない信号
寄与に対して少なくとも１つのパラメータを決定する、請求項３７に記載のデバイス。
【請求項５２】
　前記少なくとも１つのパラメータは、前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に対
して推定された中心周波数、推定された帯域幅、または推定された電力、のうちの少なく
とも１つを示す、請求項５１に記載のデバイス。
【請求項５３】
　メモリをさらに備え、
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、
　前記少なくとも１つのパラメータの前記メモリへの格納を開始し、
　その後、前記格納されたパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記少なくとも１
つのノッチ・フィルタをプログラムする、請求項５１に記載のデバイス。
【請求項５４】
　通信インターフェースをさらに備え、前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、前
記通信インターフェースを介して、前記少なくとも１つのパラメータの、少なくとも１つ
の他のデバイスへの送信を開始する請求項５１に記載のデバイス。
【請求項５５】
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、前記通信インターフェースを介して、前
記デバイスの現在推定されている位置の、前記少なくとも１つの他のデバイスへの送信を
開始する、請求項５４に記載のデバイス。
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【請求項５６】
　受信機と処理ユニットを備えるデバイスにおいて使用するためのコンピュータ読取可能
な記憶媒体であって、
　　所望される信号寄与を備える受信信号のスペクトル帯域内の複数のサブ帯域のうちの
少なくとも１つのサブ帯域から取得された信号データがさらに、少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えているか否かを判定するために、前記複数のサブ帯域のうちの少な
くとも１つのサブ帯域をスキャンし、ここで、前記少なくとも１つのサブ帯域は、前記ス
ペクトル帯域の中心周波数と前記複数のおのおののサブ帯域のそれぞれの中心周波数との
間の差分の昇順での順位付けに少なくとも部分的に基づいた前記複数のサブ帯域のスキャ
ンに優先順位を付けるスキャン順序に少なくとも部分的に基づいて、スキャンするために
選択され、ここで、前記複数のサブ帯域の第１の部分の前記それぞれの中心周波数は、前
記スペクトル帯域の前記中心周波数よりも高く、前記複数のサブ帯域の第２の部分の前記
それぞれの中心周波数は、前記スペクトル帯域の前記中心周波数よりも低く、ここで、前
記昇順での順位付けの少なくとも一部は、前記第１の部分のサブ帯域と前記第２の部分の
サブ帯域との間で交互する、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域における信号データが、前記少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えているとの判定に応じて、前記少なくとも１つの所望されない信号
寄与に影響を与えるために、前記受信機内の少なくとも１つのノッチ・フィルタを起動さ
せるように、
　前記処理ユニットによって実行可能な、格納されたコンピュータ実行可能な命令群を有
するコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項５７】
　前記コンピュータ実行可能な命令はさらに、
　前記複数のサブ帯域のうちの１または複数の帯域幅、
　前記複数のサブ帯域のうちの１または複数の中心周波数、
　前記複数のサブ帯域のうちの１または複数の統合時間、
　またはそれらの組み合わせを設定するように、前記処理ユニットによって実行可能であ
る、請求項５６に記載のコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項５８】
　前記コンピュータ実行可能な命令はさらに、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域を選択し、
　　前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に対して中心周波数を推定するように、
前記処理ユニットによって実行可能である、請求項５６に記載のコンピュータ読取可能な
記憶媒体。
【請求項５９】
　前記コンピュータ実行可能な命令はさらに、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域を選択し、
　　前記選択されたサブ帯域において信号サンプルを収集し、
　　前記選択されたサブ帯域の電力スペクトルを生成するために、前記信号サンプルにフ
ーリエ解析を適用し、
　　前記選択されたサブ帯域において、前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に対
して１または複数のパラメータを推定するために、前記電力スペクトルにピーク処理を適
用するように、前記処理ユニットによって実行可能である、請求項５８に記載のコンピュ
ータ読取可能な記憶媒体。
【請求項６０】
　前記コンピュータ実行可能な命令はさらに、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域のための１または複数の電力スペクトルを、非コヒー
レントに結合し、
　　　前記結合された電力スペクトルにしきい値を適用するように、前記処理ユニットに
よって実行可能である、請求項５８に記載のコンピュータ読取可能な記憶媒体。
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【請求項６１】
　前記複数のサブ帯域のうちの２つが、少なくとも部分的にオーバラップする、請求項５
６に記載のコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項６２】
　前記複数のサブ帯域のうちの少なくとも２つが、異なる中心周波数および等しい帯域幅
サイズを有する、請求項５６に記載のコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項６３】
　前記スペクトル帯域は、前記複数のサブ帯域によって使い果たされる、請求項５６に記
載のコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項６４】
　前記コンピュータ実行可能な命令はさらに、前記受信機における複数の異なる処理ステ
ージのうちの少なくとも１つから、前記信号データを取得するように、前記処理ユニット
によって実行可能である、請求項５６に記載のコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項６５】
　前記信号データは、前記少なくとも１つのノッチ・フィルタを備えるフィルタリング・
ステージの前または後の何れかにおいて取得される、請求項５６に記載のコンピュータ読
取可能な記憶媒体。
【請求項６６】
　前記所望される信号寄与は、ＳＰＳ信号を備える、請求項５６に記載のコンピュータ読
取可能な記憶媒体。
【請求項６７】
　前記少なくとも１つの所望されない信号寄与は、前記所望される信号と干渉する連続波
信号を備える、請求項５６に記載のコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項６８】
　前記コンピュータ実行可能な命令はさらに、１または複数のトリガ・イベントに応じて
前記スキャンを開始するように、前記処理ユニットによって実行可能である、請求項５６
に記載のコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項６９】
　前記１または複数のトリガ・イベントは、デバイスまたはセッション開始イベント、新
たなチャネル開始イベント、時間ベースのイベント、周波数ドリフト・イベント、開始さ
れたスキャン・イベント、または信号データしきい値イベント、のうちの少なくとも１つ
を備える、請求項６８に記載のコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項７０】
　前記コンピュータ実行可能な命令はさらに、前記少なくとも１つの所望されない信号寄
与に対して少なくとも１つのパラメータを決定するように、前記処理ユニットによって実
行可能である、請求項５６に記載のコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項７１】
　前記少なくとも１つのパラメータは、前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に対
して推定された中心周波数、推定された帯域幅、または推定された電力、のうちの少なく
とも１つを示す、請求項７０に記載のコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項７２】
　前記コンピュータ実行可能な命令はさらに、前記少なくとも１つのパラメータをメモリ
に格納し、
　　その後、前記格納されたパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記少なくとも
１つのノッチ・フィルタをプログラムするように、前記処理ユニットによって実行可能で
ある、請求項７０に記載のコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項７３】
　前記コンピュータ実行可能な命令はさらに、前記少なくとも１つのパラメータの、少な
くとも１つの他のデバイスへの送信を開始するように、前記処理ユニットによって実行可
能である、請求項７０に記載のコンピュータ読取可能な記憶媒体。
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【請求項７４】
　前記コンピュータ実行可能な命令はさらに、前記デバイスの現在推定されている位置の
、前記少なくとも１つの他のデバイスへの送信を開始するように、前記処理ユニットによ
って実行可能である、請求項７３に記載のコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項７５】
　方法であって、
　受信機を備えるデバイスにおいて、
　　所望される信号寄与を備える受信信号のスペクトル帯域内の複数のサブ帯域のうちの
少なくとも１つのサブ帯域から取得された信号データがさらに、少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えているか否かを判定するために、前記複数のサブ帯域のうちの少な
くとも１つのサブ帯域をスキャンすることと、ここで、前記少なくとも１つのサブ帯域は
、チャネルトラッキングにおける使用に基づく前記複数のサブ帯域の順位付けに少なくと
も部分的に基づいた前記複数のサブ帯域のスキャンに優先順位を付けるスキャン順序に少
なくとも部分的に基づいて、スキャンするために選択され、ここで、前記チャネルトラッ
キングにおいて使用される前記複数のサブ帯域は、前記チャネルトラッキングにおいて使
用されない別のサブ帯域よりも高い順位であり、前記少なくとも１つのサブ帯域はさらに
、前記スペクトル帯域の中心周波数と前記複数のおのおののサブ帯域のそれぞれの中心周
波数との間の差分の昇順での順位付けに少なくとも部分的に基づいて、スキャンするため
に選択され、ここで、前記複数のサブ帯域の第１の部分の前記それぞれの中心周波数は、
前記スペクトル帯域の前記中心周波数よりも高く、前記複数のサブ帯域の第２の部分の前
記それぞれの中心周波数は、前記スペクトル帯域の前記中心周波数よりも低く、ここで、
前記昇順での順位付けの少なくとも一部は、前記第１の部分のサブ帯域と前記第２の部分
のサブ帯域との間で交互する、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域における信号データが、前記少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えていると判定されることに応じて、前記少なくとも１つの所望され
ない信号寄与に影響を与えるために、前記受信機内の少なくとも１つのノッチ・フィルタ
を起動させることと、を備える方法。
【請求項７６】
　前記デバイスにおいて、前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に少なくとも部分
的に基づいて、少なくとも１つのパラメータを決定することと、前記少なくとも１つのパ
ラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記少なくとも１つのノッチ・フィルタをプロ
グラムすることと、をさらに備える請求項７５に記載の方法。
【請求項７７】
　装置であって、
　　所望される信号寄与を備える受信信号のスペクトル帯域内の複数のサブ帯域のうちの
少なくとも１つのサブ帯域から取得された信号データがさらに、少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えているか否かを判定するために、前記複数のサブ帯域のうちの少な
くとも１つのサブ帯域をスキャンする手段と、ここで、前記少なくとも１つのサブ帯域は
、チャネルトラッキングにおける使用に基づく前記複数のサブ帯域の順位付けに少なくと
も部分的に基づいた前記複数のサブ帯域のスキャンに優先順位を付けるスキャン順序に少
なくとも部分的に基づいて、スキャンするために選択され、ここで、前記チャネルトラッ
キングにおいて使用される前記複数のサブ帯域は、前記チャネルトラッキングにおいて使
用されない別のサブ帯域よりも高い順位であり、前記少なくとも１つのサブ帯域はさらに
、前記スペクトル帯域の中心周波数と前記複数のおのおののサブ帯域のそれぞれの中心周
波数との間の差分の昇順での順位付けに少なくとも部分的に基づいて、スキャンするため
に選択され、ここで、前記複数のサブ帯域の第１の部分の前記それぞれの中心周波数は、
前記スペクトル帯域の前記中心周波数よりも高く、前記複数のサブ帯域の第２の部分の前
記それぞれの中心周波数は、前記スペクトル帯域の前記中心周波数よりも低く、ここで、
前記昇順での順位付けの少なくとも一部は、前記第１の部分のサブ帯域と前記第２の部分
のサブ帯域との間で交互する、
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　　前記少なくとも１つのサブ帯域における信号データが、前記少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えているとの判定に応じて、前記少なくとも１つの所望されない信号
寄与に影響を与えるために、受信機内の少なくとも１つのノッチ・フィルタを起動させる
手段と、を備える装置。
【請求項７８】
　前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に少なくとも部分的に基づいて、少なくと
も１つのパラメータを決定する手段と、前記少なくとも１つのパラメータに少なくとも部
分的に基づいて、前記少なくとも１つのノッチ・フィルタをプログラムする手段と、をさ
らに備える請求項７７に記載の装置。
【請求項７９】
　デバイスであって、
　受信機と、
　　所望される信号寄与を備える受信信号のスペクトル帯域内の複数のサブ帯域のうちの
少なくとも１つのサブ帯域から取得された信号データがさらに、少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えているか否かを判定するために、前記複数のサブ帯域のうちの少な
くとも１つのサブ帯域をスキャンし、ここで、前記少なくとも１つのサブ帯域は、チャネ
ルトラッキングにおける使用に基づく前記複数のサブ帯域の順位付けに少なくとも部分的
に基づいた前記複数のサブ帯域のスキャンに優先順位を付けるスキャン順序に少なくとも
部分的に基づいて、スキャンするために選択され、ここで、前記チャネルトラッキングに
おいて使用される前記複数のサブ帯域は、前記チャネルトラッキングにおいて使用されな
い別のサブ帯域よりも高い順位であり、前記少なくとも１つのサブ帯域はさらに、前記ス
ペクトル帯域の中心周波数と前記複数のおのおののサブ帯域のそれぞれの中心周波数との
間の差分の昇順での順位付けに少なくとも部分的に基づいて、スキャンするために選択さ
れ、ここで、前記複数のサブ帯域の第１の部分の前記それぞれの中心周波数は、前記スペ
クトル帯域の前記中心周波数よりも高く、前記複数のサブ帯域の第２の部分の前記それぞ
れの中心周波数は、前記スペクトル帯域の前記中心周波数よりも低く、ここで、前記昇順
での順位付けの少なくとも一部は、前記第１の部分のサブ帯域と前記第２の部分のサブ帯
域との間で交互する、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域における信号データが、前記少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えているとの判定に応じて、前記少なくとも１つの所望されない信号
寄与に影響を与えるために、前記受信機内の少なくとも１つのノッチ・フィルタを起動さ
せるための少なくとも１つの処理ユニットと、を備えるデバイス。
【請求項８０】
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、前記少なくとも１つの所望されない信号
寄与に少なくとも部分的に基づいて、少なくとも１つのパラメータを決定し、前記少なく
とも１つのパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記少なくとも１つのノッチ・フ
ィルタをプログラムする、請求項７９に記載のデバイス。
【請求項８１】
　受信機と処理ユニットを備えるデバイスにおいて使用するためのコンピュータ読取可能
な記憶媒体であって、
　　所望される信号寄与を備える受信信号のスペクトル帯域内の複数のサブ帯域のうちの
少なくとも１つのサブ帯域から取得された信号データがさらに、少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えているか否かを判定するために、前記複数のサブ帯域のうちの少な
くとも１つのサブ帯域をスキャンし、ここで、前記少なくとも１つのサブ帯域は、チャネ
ルトラッキングにおける使用に基づく前記複数のサブ帯域の順位付けに少なくとも部分的
に基づいた前記複数のサブ帯域のスキャンに優先順位を付けるスキャン順序に少なくとも
部分的に基づいて、スキャンするために選択され、ここで、前記チャネルトラッキングに
おいて使用される前記複数のサブ帯域は、前記チャネルトラッキングにおいて使用されな
い別のサブ帯域よりも高い順位であり、前記少なくとも１つのサブ帯域はさらに、前記ス
ペクトル帯域の中心周波数と前記複数のおのおののサブ帯域のそれぞれの中心周波数との
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間の差分の昇順での順位付けに少なくとも部分的に基づいて、スキャンするために選択さ
れ、ここで、前記複数のサブ帯域の第１の部分の前記それぞれの中心周波数は、前記スペ
クトル帯域の前記中心周波数よりも高く、前記複数のサブ帯域の第２の部分の前記それぞ
れの中心周波数は、前記スペクトル帯域の前記中心周波数よりも低く、ここで、前記昇順
での順位付けの少なくとも一部は、前記第１の部分のサブ帯域と前記第２の部分のサブ帯
域との間で交互する、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域における信号データが、前記少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えているとの判定に応じて、前記少なくとも１つの所望されない信号
寄与に影響を与えるために、前記受信機内の少なくとも１つのノッチ・フィルタを起動さ
せるように、
　前記処理ユニットによって実行可能な、格納されたコンピュータ実行可能な命令群を有
するコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項８２】
　前記コンピュータ実行可能な命令はさらに、前記少なくとも１つの所望されない信号寄
与に少なくとも部分的に基づいて、少なくとも１つのパラメータを決定し、前記少なくと
も１つのパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記少なくとも１つのノッチ・フィ
ルタをプログラムするように、前記処理ユニットにより実行可能である、請求項８１に記
載のコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
　本願は、参照によってその全体が本明細書に組み込まれている２０１２年２月１０日出
願の「無線信号受信機における所望されない狭帯域信号寄与の検出およびフィルタリング
」（Detection and Filtering of an Undesired Narrowband Signal Contribution in a 
Wireless Signal Receiver）と題された米国出願１３／３７１，３１１に対する優先権を
主張するＰＣＴ出願である。
【技術分野】
【０００２】
　本明細書で開示された主題は、無線信号受信機に関し、特に、１または複数の所望され
る信号の受信と干渉しうる１または複数の所望されない信号寄与の検出およびフィルタリ
ングの際に使用するための方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　例えば全地球測位システム（ＧＰＳ）や、ガリレオ等のような全地球型衛星航法システ
ム（ＧＮＳＳ）は、地上ナビゲーション受信機から、通常は宇宙船（ＳＶ）に固定された
送信機への擬似距離測定値を得るために、この受信機が、これら送信機から送信される衛
星位置決めシステムからの信号（“ＳＰＳ信号”）を処理する能力に依存する。十分な数
の送信機に対する擬似距離測定値と、送信機の位置に関する情報とによって、ナビゲーシ
ョン受信機は、自分の位置を推定しうる。
【０００４】
　ＳＰＳ信号は、反復シーケンシャル・コードでエンコードされうる。例えば、ＳＰＳ信
号およびその他の既知の通信信号は、（例えば、ダイレクト・シーケンス拡散スペクトル
（ＤＳＳＳ）変調、ダイレクト・シーケンス符号分割多元接続（ＤＳ－ＣＤＭＡ）変調等
に基づいて、）拡散スペクトル技法を用いて送信および受信されうる。１つの実施では、
受信機が、受信されたＳＰＳ信号に関連付けられた検出されたコード・フェーズに少なく
とも部分的に基づいて、受信されたＳＰＳ信号から、擬似距離測定値を決定することを試
みうる。ここで、例えば、このような受信機は、コード・フェーズ・サーチ・ウィンドウ
内のエネルギ・ピーク検出の位置に基づいて、このようなコード・フェーズを検出しうる
。しかしながら、ＳＶから長距離で受信したＳＰＳ信号が弱いことと、マルチパスおよび
ノイズが存在することとを考慮すると、擬似距離測定値を得ることは、例えば、制限され
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たバッテリ寿命と処理能力しか与えられていないセルラ電話のような移動局における特別
なチャレンジでありうる。また、その他の通信信号および受信機も、同様の特性を示しう
るか、さもなくば、マルチパスおよび／またはノイズの多いシグナリング環境において影
響されうる。
【０００５】
　受信機は、マルチパスおよびノイズを克服することに加えて、予測されるＳＰＳ信号の
周波数帯域またはその近辺（例えば、ＧＰＳ信号の場合、１５７５．４２ＭＨｚ（１０．
２３ＭＨｚ×１５４）におけるＬ１、および１２２７．６０ＭＨｚ（１０．２３ＭＨｚ×
１２０）におけるＬ２）における所望されないＲＦエネルギ（例えば、「ジャマ」信号）
をも克服する必要がありうる。このような所望されないＲＦエネルギは、故意にまたは故
意にではなく、別の「送信機」によって生成されうる。その他のこのような１つの送信機
は、例えば、無線通信ネットワークにおいて音声またはデータを送信するための、移動局
における送信機のような、ＲＦエネルギのいくつかのソースのうちの何れか１つを含みう
る。受信機は、所望されない信号の特性（例えば、キャリア周波数、帯域幅、電力レベル
等）の情報を用いて、ＳＰＳ信号および／またはその他の通信信号を処理する際に、受信
信号における所望されない信号から、エネルギを除去または実質的に減衰させるノッチ・
フィルタを適用しうる。
【０００６】
　１つの実施では、移動局における受信機は、信号を処理する際に遭遇しうる別の所望さ
れない信号の特性のデータベースを格納または維持しうる。受信機は、データベースに格
納されたこのような特性を用いて、所望されない信号を除去または減衰させるように１ま
たは複数のノッチ・フィルタをプログラムしうる。このようなデータベースにおける情報
は、例えば、広域ネットワーク（ＷＡＮ）チャネルにおける潜在的な干渉信号を徹底的に
プロファイルすることと、ナビゲーション受信機のラジオ周波数ドライバにおいて、所望
されない信号キャリア周波数のテーブルを構築することとによって、いくつかの「ブルー
ト・フォース」技法（単数または複数）を用いて取得されうる。不利なことに、このよう
なデータベースを構築することは、時間の浪費でありうるか、および／または、許容レベ
ルを超えるドライバ・コード・サイズを広げる可能性がありうる。さらに、このようなテ
ーブルは、いくつかの外部ソースからの所望される信号、および／または、散発的に遭遇
／送信された信号に対処できない場合がありうる。
【発明の概要】
【０００７】
　態様によれば、方法は、受信機を備えるデバイスにおいて、所望される信号寄与を備え
る受信信号のスペクトル帯域内の複数のサブ帯域のうちの少なくとも１つのサブ帯域に関
連付けられた信号データがさらに、少なくとも１つの所望されない信号寄与を備えている
か否かを判定するために、複数のサブ帯域のうちの少なくとも１つのサブ帯域をスキャン
することと、少なくとも１つのサブ帯域における信号データが、少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えていると判定されることに応じて、受信信号に関連付けられた後続
する信号データにおける少なくとも１つの所望されない信号寄与に影響を与えるために、
受信機内の少なくとも１つのノッチ・フィルタを起動させることと、を備えうる。
【０００８】
　別の態様によれば、装置は、所望される信号寄与を備える受信信号のスペクトル帯域内
の複数のサブ帯域のうちの少なくとも１つのサブ帯域に関連付けられた信号データがさら
に、少なくとも１つの所望されない信号寄与を備えているか否かを判定するために、複数
のサブ帯域のうちの少なくとも１つのサブ帯域をスキャンする手段と、少なくとも１つの
サブ帯域における信号データが、少なくとも１つの所望されない信号寄与を備えていると
判定されることに応じて、受信信号に関連付けられた後続する信号データにおける少なく
とも１つの所望されない信号寄与に影響を与えるために、受信機内の少なくとも１つのノ
ッチ・フィルタを起動させる手段と、を備えうる。
【０００９】
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　また別の態様によれば、デバイスは、信号を受信するためのラジオ周波数（ＲＦ）フロ
ント・エンドと、受信信号に関連付けられた信号データを確立するためのベースバンド・
プロセッサと、所望される信号寄与を備える受信信号のスペクトル帯域内の複数のサブ帯
域のうちの少なくとも１つのサブ帯域に関連付けられた信号データがさらに、少なくとも
１つの所望されない信号寄与を備えているか否かを判定するために、複数のサブ帯域のう
ちの少なくとも１つのサブ帯域をスキャンし、少なくとも１つのサブ帯域における信号デ
ータが、少なくとも１つの所望されない信号寄与を備えていると判定されることに応じて
、受信信号に関連付けられた後続する信号データにおける少なくとも１つの所望されない
信号寄与に影響を与えるために、受信機内の少なくとも１つのノッチ・フィルタを起動さ
せるための少なくとも１つの処理ユニットと、を備えうる。
【００１０】
　さらに別の態様によれば、製造物品は、所望される信号寄与を備える受信信号のスペク
トル帯域内の複数のサブ帯域のうちの少なくとも１つのサブ帯域に関連付けられた信号デ
ータがさらに、少なくとも１つの所望されない信号寄与を備えているか否かを判定するた
めに、複数のサブ帯域のうちの少なくとも１つのサブ帯域をスキャンし、少なくとも１つ
のサブ帯域における信号データが、少なくとも１つの所望されない信号寄与を備えている
と判定されることに応じて、受信信号に関連付けられた後続する信号データにおける少な
くとも１つの所望されない信号寄与に影響を与えるために、受信機内の少なくとも１つの
ノッチ・フィルタを起動させるために、デバイスのうちの１または複数の処理ユニットに
よって実行可能な、格納されたコンピュータ実施可能な命令群を有する非一時的なコンピ
ュータ読取可能な媒体を備えうる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
　特に指定されていないのであれば、限定せずすべてを網羅する訳でもない態様が、さま
ざまな図面を通じて同一付番が同一部位を示している以下の図面を参照して記載されてい
る。
【図１】図１は、実施にしたがって、１または複数の所望される信号の受信と干渉しうる
１または複数の所望されない信号の検出およびフィルタリングが可能な検出器に接続され
た受信機を有する移動局の形態であるデバイスを含む環境の例を例示する概念ブロック図
である。
【図２】図２は、実施にしたがって、図１におけるような、受信機および検出器の例のい
くつかの機能を例示する概念ブロック図である。
【図３】図３は、実施にしたがって、図１におけるような、受信機および検出器の例のい
くつかの機能を例示する概念ブロック図である。
【図４】図４は、実施にしたがって、選択された周波数に関連付けられ、複数のサブ帯域
に分割された、スペクトル帯域の例を例示するグラフである。
【図５】図５は、実施にしたがって、図１におけるような、移動局の例の形態のデバイス
のさらなるいくつかの機能を例示する概念ブロック図である。
【図６】図６は、実施にしたがって、１または複数の所望される信号の受信と干渉しうる
１または複数の所望されない信号の検出およびフィルタリングのために、デバイスにおい
て使用される処理の例のいくつかの特徴を例示するフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　いくつかの態様によれば、１または複数の所望される信号の受信と干渉しうる１または
複数の所望されない信号を検出およびフィルタリングするために、電子デバイス（例えば
、移動局、受信機等）において、さまざまな方法および／または装置を用いて実施されう
る技法の例が提供される。このような方法および／または装置はさらに、検出された所望
されない信号に関連付けられた信号に影響を与えるため、ある方式で動作しうる。本明細
書に記載される技法の例は、拡散スペクトル受信機を用いて例示されているが、本明細書
で提供される技法は、拡散スペクトル受信機が一例を代表する、種々の異なるタイプの無
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線信号受信機で実施されうることが念頭に置かれるべきである。
【００１３】
　例えば、本明細書に記載されるいくつかの例において例示されているように、検出器は
、受信機によって処理されている信号データの一部を選択的にサンプルするため、および
、その中の１または複数の所望されない信号寄与を検出するために、提供されうる。この
ような検出器は、例えば、検出された所望されない信号寄与に関連付けられた１または複
数のパラメータを特定しうる。例えば、パラメータは、推定された中心（キャリア）周波
数、推定された電力、および／または、検出された所望されない信号寄与に関連付けられ
た推定された帯域幅、を特定しうる。
【００１４】
　受信機は、その後、恐らくは、検出された所望されない信号寄与に少なくとも部分的に
関連する干渉および／またはその他の有害な効果を低減するため、ある方式で、後続する
信号データを処理するように指示されるか、そうではない場合には、効果的に影響を与え
られうる。例によれば、いくつかの実施では、ベースバンド・プロセッサのフィルタリン
グ・ステージにおいて、プログラマブル・ノッチ・フィルタ等が、検出された所望されな
い信号寄与に関連付けられた１または複数のパラメータに少なくとも部分的に基づいてプ
ログラムされうる。
【００１５】
　したがって、例えば、本明細書において前述され、さらに詳細に説明されるような受信
機および検出器を有するデバイスは、所望される信号寄与を備える受信信号のスペクトル
帯域内の複数のサブ帯域のうちの少なくとも１つのサブ帯域に関連付けられた信号データ
がさらに、少なくとも１つの所望されない信号寄与（例えば、ジャマ）を備えているか否
かを判定するために、複数のサブ帯域のうちの少なくとも１つのサブ帯域をスキャンする
ために、この検出器を適用しうる。少なくとも１つのサブ帯域における信号データが、少
なくとも１つの所望されない信号寄与を備えていると判定されることに応じて、受信信号
に関連付けられた後続する信号データにおける所望されない信号寄与に影響を与えるため
に、受信機内の少なくとも１つのノッチ・フィルタが起動されうる。いくつかの実施の例
では、複数のサブ帯域のうちの１または複数の帯域幅を設定するために、デバイス内に検
出器が提供されうる。
【００１６】
　検出器はさらに、サンプル・データを用いて、コヒーレントな統合、非コヒーレントな
統合、または、その両方を実行することによって統合データを生成しうる。その後、この
ような検出器は、例えば、この統合データに少なくとも部分的に基づいて、ピーク処理等
のような推定処理を実行しうる。したがって、例えば、恐らくは、１または複数の所望さ
れない信号寄与に関連付けられた１または複数の候補ピークが特定され、１または複数の
しきい値を比較され、検出された所望されない信号寄与が、１または複数のピークに関連
付けられているか否かが判定される。
【００１７】
　以下にさらに詳しく示されるように、いくつかの実施では、信号データは、１または複
数の受信機において、１または複数の異なる処理ステージにおいて、検出器によって取得
されうるか、あるいは選択的にサンプルされうる。例えば、１つの受信機では、信号デー
タは、少なくとも１つのノッチ・フィルタを備えるフィルタリング・ステージに先行する
初期処理ステージの前または後の何れかにおいて選択的に取得されうる。例えば、１つの
受信機では、信号データは、少なくとも１つのノッチ・フィルタを備えるフィルタリング
・ステージの前または後の何れかにおいて取得されうる。
【００１８】
　いくつかの実施の例では、信号データは、２またはそれ以上の受信機を備える移動局を
用いて、特定の受信機からの共有されたまたは共通の検出器によって選択されうる。
【００１９】
　いくつかの実施の例では、例えば、１または複数のトリガ・イベントに応答して、検出
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器を選択的に起動させることが有益でありうる。ここで、例えば、トリガ・イベントは、
デバイス起動またはセッション起動イベントが生じると、および／または、（例えば、受
信機の新たなチャネルのため、干渉元送信機の新たなチャネルのため等のような）新たな
シグナリング・チャネル起動イベントが生じると、生じうる。トリガ・イベントは、例え
ば、（例えば、タイマや年等のような）時間ベースのイベントに応じて生じうる。トリガ
・イベントは、例えば、（例えば、発振器ドリフトの量等に関連するような）周波数ドリ
フト・イベントに関連しうる。トリガ・イベントは、例えば、移動局またはその他のデバ
イスおよび／またはユーザのその他いくつかの機能によって生成された入力のような、起
動されたあるスキャン・イベントに関連しうる。トリガ・イベントは、例えば、アプリケ
ーション・レイヤ等に隣接しているアプリケーション・プログラミング・インタフェース
（ＡＰＩ）等によって生じうる。さらに別の例では、トリガ・イベントは、例えば、しき
い値を超える受信信号大きさ等のような信号データしきいイベントに関連しうる。いくつ
かの実施の例では、ジャマ・スキャンを実行するために、定期的に、または、ときどき、
検出器を起動させることが有益でありうる。このようなスケジューリングは、いくつかの
事例において、プログラム可能でありうる。
【００２０】
　いくつかの実施の例では、受信機を備えるデバイスにおける使用のための方法が提供さ
れうる。この方法は、所望される信号寄与を備える受信信号のスペクトル帯域内の複数の
サブ帯域のうちの少なくとも１つのサブ帯域に関連付けられた信号データがさらに、少な
くとも１つの所望されない信号寄与を備えているか否かを判定するために、複数のサブ帯
域のうちの少なくとも１つのサブ帯域をスキャンすることと、少なくとも１つのサブ帯域
における信号データが、少なくとも１つの所望されない信号寄与を備えていると判定され
ることに応じて、受信信号に関連付けられた後続する信号データにおける少なくとも１つ
の所望されない信号寄与に影響を与えるために、受信機内の少なくとも１つのノッチ・フ
ィルタを起動させることと、を含む。
【００２１】
　さまざまな例によってここに例示されるように、このような方法および／またはデバイ
スは、例えば、複数のサブ帯域のうちの１または複数の帯域幅のうちの１または複数、複
数のサブ帯域のうちの１または複数の中心周波数、複数のサブ帯域のうちの１または複数
の統合時間等、または、複数のサブ帯域のうちの１または複数に関連するこれらいくつか
の組み合わせ等、を選択的に設定するスキャン処理／機能のうちの一部でありうる。
【００２２】
　いくつかの実施の例では、このようなスキャン処理の例は、少なくとも１つのサブ帯域
を選択することと、少なくとも１つの所望されない信号寄与に関連付けられた中心周波数
を推定することと、を備えうる。いくつかの事例では、このようなスキャン処理の例はさ
らに、少なくとも１つのサブ帯域を選択することと、選択されたサブ帯域において信号サ
ンプルを収集することと、選択されたサブ帯域のための電力スペクトルを生成するために
、信号サンプルにフーリエ解析を適用することと、選択されたサブ帯域における少なくと
も１つの所望されない信号寄与に関連付けられた１または複数のパラメータを推定するた
めに、電力スペクトルにピーク処理を適用することと、を備えうる。所与の信号のための
電力スペクトルは、例えば、所与の周波数ビンのための信号の電力の一部のプロット（例
えば、単位時間当たりのエネルギ）を与えうる。
【００２３】
　いくつかの実施では、デバイスは、中心周波数を推定する際に、例えば、少なくとも１
つのサブ帯域のための１または複数の電力スペクトルを非コヒーレントに結合し、結合さ
れた電力スペクトルにしきい値を適用しうる。
【００２４】
　いくつかの実施の例では、デバイスは、スキャンする際に、定義された順序に基づいて
、複数のサブ帯域のうちの１または複数を求めてスキャンすることを実行しうる。例えば
、いくつかの実施の例では、定義された順序は、複数のサブ帯域のおのおのの中心周波数
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の、スペクトル帯域の中心周波数からの差分に少なくとも部分的に基づきうる。
【００２５】
　いくつかの実施の例によれば、複数のサブ帯域のうちの少なくとも２つが、少なくとも
部分的にオーバラップしている。
【００２６】
　いくつかの実施の例によれば、複数のサブ帯域のうちの少なくとも２つが、異なる中心
周波数と、等しい帯域幅サイズとを有する。
【００２７】
　いくつかの実施の例では、デバイスは、（例えば、揮発性メモリや不揮発性メモリのよ
うな）メモリに、例えば、１または複数のパラメータのような１または複数の検出された
所望されない信号寄与に関する情報を格納し、これによって、ノッチ・フィルタが、その
後、格納されたパラメータに少なくとも部分的に基づいてプログラムされるようになりう
る。いくつかの事例の例では、デバイスは、このような情報および／またはパラメータを
、１または複数の別のデバイスへ送信または提供しうる。いくつかの実施の例では、デバ
イスはまた、推定された現在の位置または場所を、このような別のデバイス（単数または
複数）へ送信または提供しうる。
【００２８】
　以下の例において例示されているように、いくつかの事例では、所望される信号寄与は
、１または複数の衛星位置決めシステム（ＳＰＳ）信号を備え、所望されない信号寄与は
、ＳＰＳ信号の受信と干渉する、連続波信号等のような狭帯域信号に関連付けられうる。
このような連続波信号は、例えば、デバイス内部またはデバイス外部のソースから生じう
る。しかしながら、権利主張される主題は、必ずしもＳＰＳ信号および／またはＳＰＳ受
信機に限定される必要はなく、ここで提供された技法は、その他さまざまなタイプの信号
、受信機、および／または、信号処理機能のために適用されうることが認識されるべきで
ある。さらに、いくつかの実施の例は、移動局の形態のデバイスを使用しうるが、他の電
子デバイスもまた使用されうる。
【００２９】
　図１に注目されたい。これは、１または複数の所望される信号（例えば、ＳＰＳ信号１
０５）の受信と干渉しうる１または複数の所望されない信号（例えば、連続波信号１０７
）を検出することが可能な検出器１１４に接続された受信機１０８を有する移動局１０２
の形態の例のデバイスを含む環境１００の例を例示する概念ブロック図である。
【００３０】
　この例において、環境１００は、複数のＳＰＳ送信機１０４を備える。例えば、ＳＰＳ
は、１または複数の全地球型衛星航法システム（ＧＮＳＳ）、リージョナル・ナビゲーシ
ョン・システム等を備えうる。例示されているように、ＳＰＳ送信機１０４は、移動局１
０２へＳＰＳ信号１０５を送信しうる。ＳＰＳ送信機１０４は、衛星および／または地上
送信機（例えば、「疑似衛星」等のようなＳＰＳオーグメンテーション・デバイス）を備
えうる。
【００３１】
　この例において、移動局１０２は、任意のポータブル電子デバイスの代表である。限定
ではなく例によって、移動局１０２は、例えば、モバイル電話、スマート・フォン、ラッ
プ・トップ・コンピュータ、タブレット・コンピュータ、ウェアラブル・コンピュータ、
情報携帯端末、ナビゲーション・デバイス、トラッキング・デバイス等のようなコンピュ
ーティングおよび／または通信デバイスを備えうる。移動局１０２は、例えば、１または
複数のＳＰＳ信号に少なくとも部分的に基づいて、（例えば、位置推定、速度推定、時間
推定、トラッキング、ルーティング、位置ベースのサービス等のような）さまざまなナビ
ゲーション機能を実行および／またはサポートしうる。
【００３２】
　ここでは、例えば、移動局１０２は、ＲＦフロント・エンド１１０およびベースバンド
・プロセッサ１１２を備えうる受信機１０８を介してＳＰＳ信号１０５を受信しうる。図
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示されるように、ベースバンド・プロセッサ１１２は、ノッチ・フィルタ１１８を備えう
る。この例において、検出器１１４は、ベースバンド・プロセッサ１１２とインタフェー
スしうる。そして、１または複数のノッチ・フィルタ１１８を備えるノッチ・フィルタ・
モジュールの動作に影響を与えうる。この例において、受信機１０８は、フィルタされた
信号データを生成しうる。これはさらに、信号プロセッサ１１６および／またはその他の
機能１２０によって、ある方式で処理および／または使用されうる。例えば、信号プロセ
ッサ１１６は、位置決めサービスまたはナビゲーション・サービスを、移動局１０２また
はその他のデバイスまたはエンティティのユーザに提供する際に使用されうる位置、場所
、範囲、速度等といった情報を推定するために、フィルタされた信号データを使用しうる
。したがって、例えば、その他の機能１２０は、（図示しない）ある出力デバイスによる
ユーザへの情報のマップまたはルーティングを表わす表示機能、および／または、例えば
、１または複数の有線および／または無線のネットワーク１３０を用いて、通信リンク１
３１を介して、移動局１０２と、１または複数の別のリソース（デバイス）１３２との間
の通信を提供するネットワーク・インタフェース機能を備えうる。
【００３３】
　ここで、例えば、別のリソース（デバイス）１３２は、１または複数のサーバやクラウ
ド・コンピューティング・サービス等といったコンピューティング・デバイス／サービス
を備えうる。ここで、例えば、ネットワーク（単数または複数）１３０は、電話ネットワ
ーク、セルラ電話ネットワーク、ローカル・エリア・ネットワーク、無線ローカル・エリ
ア・ネットワーク、イントラネット、インターネット等のみならず、ネットワーク・タイ
プの組み合わせをも備えうる。
【００３４】
　いくつかの実施の例では、移動局１０２および／またはリソース１３２は、例えば、無
線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）、無線ローカル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）、
無線パーソナル・エリア・ネットワーク（ＷＰＡＮ）等のようなさまざまな無線通信ネッ
トワークを用いた用途のために（例えば、１または複数のネットワーク・インタフェース
を介して）イネーブルされうる。「ネットワーク」および「システム」という用語は、本
明細書では、置換可能に使用されうる。ＷＷＡＮは、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネッ
トワーク、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）
ネットワーク、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、単一キャリア周波
数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネットワーク等でありうる。ＣＤＭＡネットワークは
、いくつかのラジオ技術の例を挙げると、例えば、ｃｄｍａ２０００、広帯域ＣＤＭＡ（
Ｗ－ＣＤＭＡ）、時分割同時符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）のような１または複
数のラジオ・アクセス技術（ＲＡＴ）を実施しうる。ここで、ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ
－９５規格、ＩＳ－２０００規格、およびＩＳ－８５６規格にしたがって実施される技術
を含みうる。ＴＤＭＡネットワークは、グローバル移動体通信システム（ＧＳＭ（登録商
標））、デジタル・アドバンスト・モバイル電話システム（Ｄ－ＡＭＰＳ）、またはその
他いくつかのＲＡＴを実施しうる。ＧＳＭおよびＷ－ＣＤＭＡは、「第３世代パートナシ
ップ計画」（３ＧＰＰ）と命名されたコンソーシアムからの文書に記載されている。ｃｄ
ｍａ２０００は、「第３世代パートナシップ計画２」（３ＧＰＰ２）と命名されたコンソ
ーシアムからの文書に記載されている。３ＧＰＰと３ＧＰＰ２の文書は公的に利用可能で
ある。例えば、ＷＬＡＮは、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｘネットワークを含み、ＷＰＡＮは
、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）ネットワークやＩＥＥＥ　８０２．１５ｘを含みうる
。無線通信ネットワークは、例えば、ロング・ターム・イボリューション（ＬＴＥ）、ア
ドバンストＬＴＥ、ＷｉＭａｘ、ウルトラ・モバイル・ブロードバンド（ＵＭＢ）等のよ
うないわゆる次世代技術（例えば“４Ｇ”）を含みうる。
【００３５】
　図１に図示される通信リンク１３１は、１または複数の無線通信リンク、および／また
は、（例えば、１または複数の有線やファイバ等を用いて信号が送信される）１または複
数の非無線通信リンクを備え、さらに、このような通信リンク１３１および／またはネッ
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トワーク（単数または複数）１３０はまた、その間に関連付けられたさまざまなサポート
・デバイスおよび／または技術をも代表しうることが認識されるべきである。
【００３６】
　図１に例示されるようなその他の送信機１０６は、ある時間において連続波信号１０７
が送信されうる１または複数の送信デバイスおよび／または回路を代表している。この例
において、連続波信号１０７は、ある方式で、ＳＰＳ信号１０５と干渉しうる。したがっ
て、前述されたように、受信された信号データは、（ここでは、例えば、ＳＰＳ信号１０
５に関連付けられた）所望される信号寄与と、（ここでは、例えば、連続波信号１０７に
関連付けられた）所望されない信号寄与とを備えうる。このため、実施の例では、検出器
１１４は、ベースバンド・プロセッサ１１２から信号データをサンプルできるように配置
されている。そして、その中の所望されない信号寄与を検出すると、このような所望され
ない信号寄与が、所望される信号寄与に関連する受信機１０８、信号プロセッサ１１６、
および／または、その他の機能１２０に対して示しうる有害な効果を低減するために、少
なくとも１つのノッチ・フィルタ１１８の動作に影響を与えうる。したがって、例えば、
いくつかの事例では、後続して受信された信号データにおけるこのような所望されない信
号寄与を、適切に適用されたノッチ・フィルタを用いて、実質的に減衰または除去するこ
とが可能でありうる。
【００３７】
　その他の送信機１１６は、移動局１０２の外部に位置しているものとして図１に例示さ
れているが、別の実施の例では、このような送信機１１６は、移動局１０２の内部にあり
うることが注目されるべきである。例えば、移動局１０２内の回路（図示せず）は、ＳＰ
Ｓ信号１０５と干渉するＲＦ信号、または、その他のある所望される信号寄与を、意図的
にまたは非意図的に送信しうる。
【００３８】
　次に、図２に注目されたい。これは、いくつかの実施にしたがって、ベースバンド・プ
ロセッサ１１２および検出器１１４において実施されうるいくつかの機能２００の例を例
示する概念ブロック図である。
【００３９】
　ベースバンド・プロセッサ１１２は、例えば、プレ・フィルタリング・ステージ２０２
、フィルタリング・ステージ２０４、およびポスト・フィルタリング・ステージ２０６を
備えうる。ここで、例えば、ＲＦフロント・エンド１１０（図１）からの信号データは、
例えば、チャネル等化を提供すること、および／または、信号データに対して別の変更を
行うこととのために、プレ・フィルタリング・ステージ２０２によって取得および処理さ
れうる。プレ・フィルタリング・ステージ２０２から結果的に得られる信号データは、フ
ィルタリング・ステージ２０４によって取得され処理されうる。フィルタリング・ステー
ジ２０４は、図２に例示されるように、１または複数のノッチ・フィルタ１１８を適用し
、および／または、信号データに対して別の変更を行いうる。フィルタリング・ステージ
２０４から結果的に得られる信号データは、例えば、さらなる信号調節を提供するために
、ポスト・フィルタリング・ステージ２０６によって取得され、さらに処理されうる。
【００４０】
　いくつかの実施では、プレ・フィルタリング・ステージ２０２、フィルタリング・ステ
ージ２０４、および／または、ポスト・フィルタリング・ステージ２０６に提供された追
加の信号フィルタリングが存在しうることが認識されるべきである。例えば、図３に例示
されるように、プレ・フィルタリング・ステージは、プレ・ノッチ・フィルタ３０８を備
えうる。
【００４１】
　いくつかの実施では、受信機は、より少ないまたはより多くの識別可能なステージを備
えたベースバンド・プロセッサを有しうることが認識されるべきである。図２に例示され
た実施の例において３つのステージが識別される理由は、検出器１１４が、異なる処理ポ
イントにおいてサンプルされるべき信号データに基づいて、（ここではフィルタリング・
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ステージ２０４である）ノッチ・フィルタ１１８を有するステージに影響を与えうること
を示すためである。例えば、信号データは、ポイント２０１において、プレ・フィルタリ
ング・ステージ２０２より前に、ポイント２０３において、フィルタリング・ステージ２
０４より前に、および／または、ポイント２０５において、ポスト・フィルタリング・ス
テージ２０６よりも前に、検出器１１４によってサンプルされうる。
【００４２】
　これを念頭において、いくつかの実施の例では、検出器１１４は、ベースバンド・プロ
セッサ１１２によるこのような信号データの処理の際に、特定のポイントにおけるサンプ
リングのための信号データを選択しうるサンプル・セレクタ２１２を備えうる。いくつか
の事例では、検出器１１４は、複数の受信機等をサポートするために、共有されうるか、
あるいは、共通して使用され、これによって、サンプル・セレクタ２１２は、これら受信
機のうちの特定の１つから、サンプリングのための信号データを選択しうる。
【００４３】
　このような信号データが、検出器１１４によって、サンプルされるか、または、このサ
ンプルが取得されると、サンプルされた信号データのうちのすべてまたは一部がさらに、
サンプル・プリペアラ２１４によって、ある方式で処理されうる。例えば、サンプルされ
た信号データは、サンプル・プリペアラ２１４が、選択された複数のサブ帯域のための対
応する信号データへ分離しうるスペクトル帯域を表わしうる。したがって、いくつかの実
施の例では、サンプル・プリペアラ２１４が、周波数変換、フィルタリング、および／ま
たは、サンプルされた信号データのスケーリングを実行しうる。これらは、サンプル・ア
ナライザ２１６による使用のために準備される信号データを生成するために有用でありう
る。
【００４４】
　サンプル・アナライザ２１６は、例えば、所望されない信号寄与が、１または複数のサ
ブ帯域のうちの１または複数に存在しうるか否かを判定するために、１または複数のサブ
帯域のために準備された信号データを用いて周波数分析を実行しうる。例えば、サンプル
・アナライザ２１６は、少なくとも１つの所望されない信号寄与を検出するために、（例
えば、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）、離散フーリエ変換（ＤＦＴ）等を用いた）コヒーレ
ントな統合処理と、恐らくは、非コヒーレントな統合処理とを、（例えば、ピーク処理を
用いた）推定処理とともに適用しうる。ここでは、例えば、１または複数の対応するしき
い値と比較されうるメトリックを有する候補ピークを識別するために、ピーク処理技法が
使用されうる。例えば、候補ピークが、しきい大きさ値を超える大きさ値を表わすのであ
れば、所望されない信号寄与は、特定の周波数において、および／または、特定の周波数
帯域内に、存在するものとして検出されうる。
【００４５】
　したがって、例示されているように、サンプル・アナライザ２１６は、例えば、検出さ
れた所望されない信号寄与に関連付けられた１または複数のパラメータ２２０を識別しう
る。例えば、パラメータ（単数または複数）２２０は、検出された所望されない信号寄与
に関連付けられた推定された帯域幅、推定された電力、および／または、推定された中心
周波数を識別しうる。
【００４６】
　図２の例に例示されているように、１または複数のパラメータ（単数または複数）２２
０（または、その他の関連付けられた情報または信号）が、フィルタリング・ステージ２
０４に影響を与えるために、提供されるか、さもなくば、ノッチ・フィルタ１１８によっ
て取得されうる。したがって、例えば、ノッチ・フィルタ１１８は、検出された所望され
ない信号寄与に関連付けられた推定された帯域幅および／または推定された中心周波数に
設定されうる。
【００４７】
　いくつかの実施の例では、検出器１１４、フィルタリング・ステージ２０４、および／
または、ノッチ・フィルタ１１８は、例えば、所与の検出された所望されない信号寄与に
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対処するためにノッチ・フィルタ１１８が適用されるか否かを判定するために、これらパ
ラメータ（単数または複数）２２０のうちの１または複数を考慮しうる。したがって、例
えば、制限された数のノッチ・フィルタと、複数の検出された所望されない信号寄与とが
あるのであれば、推定された中心周波数、推定された帯域幅、および／または、推定され
た信号強度に基づいて、いくつかの検出された所望されない信号寄与に対処することが有
益でありうる。
【００４８】
　次に図３に注目されたい。図３は、実施にしたがって、受信機１０８’および検出器１
１４’の例のいくつかのさらに詳細な機能を例示する概念ブロック図である。
【００４９】
　受信機１０８’の例は、ＲＦフロント・エンド１１０を備えるＲＦチェーンに接続され
た少なくとも１つのアンテナ３０２と、中間周波数ダウンコンバータ（ＩＦＤ）３０４と
、デシメーション・ブロック３０６とを備える。したがって、アンテナ３０２からの受信
信号は、ＲＦフロント・エンド１１０によってデジタル信号へ変換され、ＩＦＤ３０４に
よってデジタル的に（例えば、ベースバンド周波数へ）ダウン・コンバートされ、デシメ
ーション・ブロック３０６によって、より低いレートへデシメートされうる。
【００５０】
　結果として得られたサンプル・データは、その後、ポイント２０１において、プレ・フ
ィルタリング・ステージへ提供される。プレ・フィルタリング・ステージは、この例では
、プレ・ノッチ・フィルタ３０８、ゲイン制御３１０、および等化器３１２を備える。入
力と出力との両方において、大きなビット幅を持つノッチ・フィルタを備えうるプレ・ノ
ッチ・フィルタ３０８が提供されうる。プレ・ノッチ・フィルタ３０８は、高い動的信号
を取り扱うことができるのみならず、いくつかのスパー（ｓｐｕｒ）を除去または低減す
る。例によれば、プレ・ノッチ・フィルタ３０８は、所望されない最も強い第１の信号を
取り扱うように設計されうる。前述した特性を考慮すると、プレ・ノッチ・フィルタ３０
８は、ノッチ・フィルタ１１８よりも多くの電力を消費しうるので、例えば、しきい値を
超える電力を有する、所望されない信号寄与が検出されることに応じて、選択的にイネー
ブルされうる。プレ・ノッチ・フィルタ３０８からの信号データは、その後、例えば、信
号データのビット幅を低減するために、ゲイン制御３１０においてスケーラによってスケ
ール・ダウンされうる。
【００５１】
　ゲイン制御３１０の後、結果的に得られた信号データは、等化ブロック３１２によって
等化されうる。ここでは、例えば、ＲＦにおける周波数変動、および、ＲＦフロント・エ
ンド１１０のアナログ・デジタル変換処理のために、複素等化器が使用されうる。結果的
に得られた信号データは、その後、ポイント２０３において、フィルタリング・ステージ
へ提供されうる。ここで、フィルタリング・ステージは、少なくとも１つのノッチ・フィ
ルタ１１８を備える。
【００５２】
　図２に関連して言及されるように、検出器１１４は、ベースバンド・プロセッサ１１２
内の処理における異なるステージまたはポイントにおいて、信号データをサンプルしうる
。ここで、図３では、図２におけるように、３つの可能なポイント２０１，２０３，２０
５（例えば、タップ等）が例示されている。したがって、いくつかの実施の例では、信号
データが、１つの特定のポイントから選択されうる一方、別の実施の例では、サンプル・
データが、１または複数の特定のポイントから選択されうる。
【００５３】
　図３における特定の実施の例では、等化後のポイント２０３において、検出器１１４が
、信号データをサンプルすることが有益でありうることが注目される。なぜなら、この処
理におけるこのポイントにおけるスペクトルの平坦さによって、周波数等化をさらに実行
する必要は無いであろうから、検出器の設計をより単純にすることが可能となりうるから
である。いくつかの実施の例では、例えば、ノッチ・フィルタ（単数または複数）が活性
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化されている間、ノッチ・フィルタ（単数または複数）によって影響を受けることが意図
されているジャマ（単数または複数）が未だに存在するか否かを判定するために、ノッチ
・フィルタ（単数または複数）の前にポイントを有することが有用でありうる。ジャマが
もはや存在しないのであれば、ノッチ・フィルタ（単数または複数）は、非活性化されう
るか、あるいは、恐らくは、別のジャマに影響を与えるように再割当されうる。いくつか
の実施の例では、ノッチ・フィルタ（単数または複数）の前にポイント（例えば、タップ
）がないのであれば、ノッチ・フィルタ（単数または複数）の状態（単数または複数）へ
、代替アクセスが提供されうる。ここでは、例えば、より高いまたはより低いジャマ電力
が、フィルタ状態から観察されうる。別の実施の例では、ジャマ（単数または複数）が未
だに存在するか否かを判定するために、信号スペクトルを調査するために、ノッチ・フィ
ルタ（単数または複数）を一時的にディセーブルすることが可能でありうる。しかしなが
ら、このようなチェックが実行されている間、このアプローチによって、干渉が（例えば
、相関器等の）動作に影響を与えるようになりうる。ノッチ・フィルタ１１８が効果的に
動作しているか否かを判定するために、ポイント２０５において、信号データをサンプル
し、もしも適切であれば、ノッチ・フィルタ１１８の動作に対してさらなる調節を行うこ
とが有用でありうる。
【００５４】
　図３の実施の例では、ノッチ・フィルタ１１８は、複数のノッチ・フィルタを備える。
おのおののノッチ・フィルタは、検出された所望されない信号寄与に影響を与える（例え
ば、減衰、低減等をする）ために動作されうるか、および／または、選択的に起動されう
る。いくつかの実施の例では、ノッチ・フィルタは、検出器１１４’から取得された１ま
たは複数のパラメータ２２０に少なくとも部分的に基づいて、動作されるか、または、プ
ログラムされうる。いくつかの事例の例では、デバイスはまた、複数のプレ・ノッチ・フ
ィルタ３０８を備えうる。
【００５５】
　図３の実施の例では、例えば、データを相関器３１８へ提供することが望まれうるので
、ポスト・フィルタリング・ステージは、追加の信号処理３１６を備えうる。
【００５６】
　図３の実施の例では、検出器１１４’が、恐らくは受信機１０８’におけるポイント２
０１，２０３，２０５のうちの少なくとも１つからサンプルされた、所望されない信号寄
与の周波数、強度、および／または、帯域幅を推定しうる。ここでは、例えば、受信機１
０８’における特定のベースバンド・プロセッサ１１２（図２）およびサンプリング・ポ
イントを選択するために、サンプル・セレクタ２１２（図２）は、マルチプレクサ３３０
等といった選択メカニズムを備えうる。例示されるように、マルチプレクサ３３０は、レ
ジスタの値ＳＡ＿ＳＲＣ＿ＳＥＬを設定することによって、例えばＷＷＡＮ受信機または
ＷＬＡＮ受信機のような、無関係な受信機のポイント２０１，２０３，２０５の何れかを
選択しうる。これによって、検出器が、異なる技術によって共有されうるようになる。
【００５７】
　結果的に選択された信号データ３３１の帯域幅が、著しく大きいのであれば、分解能を
高め、サンプル・アナライザ２１６（図２）におけるＦＦＴサイズを低減するために、サ
ブ帯域処理が使用されうる。したがって、所望される信号帯域幅は、複数のサブ帯域とし
て処理されうる。サンプル・アナライザ２１６は、このように、１または複数のサブ帯域
に対するスペクトル分析を実行し、恐らくは、所望される帯域全体またはそのいくつかの
部分の結果を結合しうる。
【００５８】
　これを念頭に置き、結果的に得られた選択された信号データ３３１は、サンプル・プリ
ペアラ２１４（図２）へ提供されうる。サンプル・プリペアラ２１４は、この実施では、
信号データを（例えば、ＳＡ＿ＦＲＥＱ毎に）「ゼロ周波数」または「ＤＣ」にする周波
数変換器３３２と、所望される帯域にはないデータをフィルタ出力し、（例えば、ＳＡ＿
ＤＥＣ＿ＲＡＴＥ毎に）デシメーションによってノイズを低減するようにプログラムされ
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たアンチ・エイリアシング・フィルタ（ＡＡＦ）３３４と、（例えば、ＳＡ＿ＳＣＡＬＥ
毎に）結果として得られるビット幅を低減するスケーラ３３６と、サンプル・アナライザ
２１６（図２）によって使用されるために準備された信号データを格納するサンプル・メ
モリ３３８（例えば、ＲＡＭ）とを備えうる。検出器１１４’では、サンプル・アナライ
ザ２１６（図２）は、例えば、精細周波数回転子３４０、コヒーレント統合３４２（例え
ば、ＦＦＴ，Ａ　ＤＦＴ等）、非コヒーレント統合３４４、およびピーク処理推定器３４
６を備えうる。
【００５９】
　したがって、この例では、選択された信号データ３３１が、周波数変換器３３２へ提供
される。周波数変換器３３２はまず、所望されるサブ帯域を、低周波数へ回転させる。そ
の後、結果的に得られた信号データは、ＡＡＦ３３４を用いて、アンチ・エイリアシング
・フィルタおよびデシメータのチェーンを通過させられ、所望されるサブ帯域において、
関連する情報のみが保持される。デシメーション・レート（ＳＡ＿ＤＥＣ＿ＲＡＴＥ）は
、プログラム可能な値でありうる。
【００６０】
　ＡＡＦ３３２によって出力された信号データは、必要以上のビットを備えうる。したが
って、例えば、メモリを節約するために、ゲイン制御３３６が適用され、（例えば、飽和
または過度の量子化ノイズをもたらすことなくビット幅を低減するために、）サンプルが
スケール・ダウンされうる。サンプルは、その後、サンプル・メモリ３３８に格納され、
準備された信号データとなりうる。
【００６１】
　サンプル・メモリ３３８内のサンプルが、コヒーレントな統合３４２を実行するために
ダイレクトに使用されているのであれば、その周波数が電力スペクトルの２つの周波数ビ
ンの間に正確に位置する、所望されない信号は、コヒーレントな損失（例えば、３．９ｄ
Ｂのスカロッピング損失）を経験しうる。この損失は、いくつかの事例において、この損
失を補償するために統合時間を増加させることになるほど、非常に大きいと考えられうる
。このような損失を回避するために、複数のオーバラップするエネルギ・グリッドが使用
されうる。例えば、２つのオーバラップする周波数グリッドが、最大コヒーレント損失を
０．９ｄＢへ低減させうる。したがって、いくつかの事例の例では、おのおののエネルギ
・グリッドについて、独立したサンプル・セットを収集するために、チェーン３３２－３
３８を用いるのではなく、単一のデータ・セットに精細周波数回転子３４０を適用し、お
のおののグリッドについて、周波数オフセットを実行しうる。これは、より効率的な動作
を提供しうる。この技法を用いると、サンプル・メモリ３３８におけるサンプルが、コヒ
ーレント統合３４２への入力として使用され、スペクトルの平坦なサンプルが形成される
。いくつかの実施では、サンプル・メモリ３３８におけるサンプルを、２つの周波数ビン
間の周波数差分の半分に等しい周波数まで回転させるために、精細周波数回転子３４０が
使用されうる。精細周波数回転子３４０によって出力されたサンプルは、その後、コヒー
レント統合３４２の入力として使用されうる。結果的に得られたエネルギは、その後、例
えば、所望されない信号寄与を検出するため、および、例えば、推定された中心周波数、
推定された電力、および／または、推定された帯域幅等に関連付けられた少なくとも１つ
のパラメータ２２０を確立するために、ピーク処理推定器３４６によって処理されうる。
【００６２】
　いくつかの実施の例では、例えば、電力を節約するために、検出器１１４／１１４’を
選択的に使用することが有益でありうる。したがって、検出器１１４／１１４’は、１ま
たは複数のトリガ・イベントが発生すると、全体的または部分的に、選択的に活性化され
るように設計されうる。例によれば、検出器１１４／１１４’は、デバイス、受信機、ま
たはベースバンド・プロセッサが（例えば、ブート・アップまたは電源オン・プロセス中
に）起動されることに関連する１または複数のトリガ・イベントによって、および／また
は、（例えば、受信機がフル帯域スパンを実行する場合のように）セッションの開始時に
、起動されうる。
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【００６３】
　例によれば、検出器１１４／１１４’は、新たなネットワーク・インタフェースが、起
動されているチャネルを送信または受信することに関連する１または複数のトリガ・イベ
ントによって起動されうる。いくつかの実施では、このようなイベントは、しばしば生じ
うるので、キャッシュ等のメカニズムが使用され、これによって、検出器は、イベントの
発生毎にトリガされる必要は必ずしもなくなり、むしろ、このようなイベントが何回か生
じた後や、このようなイベント後のある時間等にトリガされるようになりうる。
【００６４】
　例によれば、検出器１１４／１１４’は、ローカルに維持されているタイミング回路に
おけるある変動（例えば、ドリフト）に関連する１または複数のトリガ・イベントによっ
て起動されうる。
【００６５】
　例によれば、検出器１１４／１１４’は、ピーク処理に関連する１または複数のトリガ
・イベントによって起動されうる。例えば、いくつかの「ジャマ」テストに失敗するピー
クの割合が、しきい値を超えるのであれば、検出器１１４／１１４’は、スキャンを実行
するようにトリガされうる。
【００６６】
　例によれば、検出器１１４／１１４’は、一時的な測定に関連する１または複数のトリ
ガ・イベントによって起動されうる。例えば、受信機状態がオンであり、最後のスキャン
時間からの時間が、予め定義された値よりも大きいのであれば、検出器１１４／１１４’
がトリガされ、スキャンが実行されうる。スキャンを実行する前に、プレ・ノッチ・フィ
ルタ３０８が使用されているのであれば、検出器１１４’は、ポイント２０１において信
号データを選択的にサンプルし、特定の（例えば、強い）所望されない信号寄与が未だに
存在しているか否かを確認するために、高速スキャンを実行しうる。そのような（強い）
所望されない信号寄与がもはや存在しないのであれば、検出器１１４’は、電力を節約す
るためにプレ・ノッチ・フィルタ３０８がオフされうることを受信機１０８’にシグナル
または通知しうる。
【００６７】
　例によれば、検出器１１４／１１４’は、「異常な」電力レベルの信号データに関連す
る１または複数のトリガ・イベントによって起動されうる。例えば、信号データによって
表される振幅／電力または信号の振幅が、しきいレベルを超えるのであれば、異常な電力
レベルにあることと、所望されない信号寄与（単数または複数）電力が、熱ノイズ電力よ
りも高くなりうることと、が仮定されうる。ここでは、例えば、検出器１１４／１１４’
は、そのような所望されない信号寄与（単数または複数）を検出するようにトリガされう
る。
【００６８】
　異常なＢＰ振幅の場合と同様に、１つのサブ帯域における推定された（平均）振幅が、
十分高いのであれば、そのサブ帯域における所望されない信号電力レベルは、そのサブ帯
域におけるノイズ・フロアよりも高く、そのような所望されない信号寄与（単数または複
数）を検出するために検出器１１４／１１４’がトリガされうる。サブ帯域振幅をトリガ
・メカニズムとして用いる方法は、例えば、ＦＦＴや、非コヒーレントな統合や、および
／または、ピーク処理推定を用いることなく、デシメーション・チェーンを用いて、所望
されない信号寄与を、より低い電力レベルにおいて検出することを可能にしうる。
【００６９】
　いくつかの実施の例では、パラメータ２２０が、不揮発性メモリに、または類似の方式
で格納され、これによって、受信機を再起動すると、１または複数のノッチ・フィルタが
、格納されたパラメータに基づいてプログラムされるようになりうる。いくつかの実施の
例では、パラメータ２２０が、揮発性メモリに格納されうる。このようなパラメータは、
タイムスタンプとともに、あるいは、受信機を再起動する場合および／または検出器１１
４／１１４’をトリガするか否かを判定する場合に考慮されるべきその他の情報とともに
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または場所に関連付けられうる。これは、受信機を再起動する場合および／または検出器
１１４／１１４’をトリガするか否かを判定する場合に考慮されうる。パラメータ２２０
は、新たなスキャンの結果として、時間にわたって更新されうる。
【００７０】
　所望されない信号寄与を検出し、その電力を正しく推定するために、まず、バックグラ
ンド・ノイズ電力が判定されうる。しかしながら、検出器１１４／１１４’によって取得
された信号データによって表わされるスペクトルは、所望されない信号寄与（単数または
複数）とバックグランド・ノイズとの両方の電力を備えうるので、バックグランド・ノイ
ズ電力を推定することが有用でありうる。所望されない信号寄与は、いくつかの周波数ト
ーンに集中する傾向があるので、これを行う方法の１つは、バックグランド・ノイズ電力
の平均を、信号の中心（median）（例えば、所望されない信号寄与にノイズを加えたもの
）を用いて概算することである。
【００７１】
　検出器においてソート方法を用いることによって、中心（median）要素が位置決めされ
うる。周波数範囲が大きく、要求される分解能が高い場合、そのような計算は、著しく膨
大になりえる。しかしながら、処理時間を低減するために、例えば、クイック・セレクト
・アルゴリズムに基づく高速メジアン・フィルタリング・アルゴリズムが、検出器１１４
／１１４’において使用されうる。
【００７２】
　検出器１１４／１１４’において実施されうる検出アルゴリズムの例が、ベースバンド
・プロセッサに関して以下に記載される。ここでは、誤警報の確率がＰＦＡになるように
検出しきい値が選択されうる。ＰＦＡは、ノッチ・フィルタが、ジャムされていない周波
数に不必要に割り当てられる確率が低くなるように、十分に低くなりえる。しかしながら
、感度が失われるという結果になるほどＰＦＡを小さくしたくないかもしれない。したが
って、トレード・オフがなされるべきでありうる。
【００７３】
　この例において、変数Ｂは、検出器入力における信号帯域幅を表し、デバイス等に依存
して変動する可能性が高いだろう。
【００７４】
　おのおののサブ帯域の帯域幅がＢｓｕｂになるようにデシメータまたはその他の追加の
信号処理がプログラムされ、所望されない信号寄与を検出するために使用されうるサブ帯
域の一部である、デシメーション・チェーンのスペクトル効率がη（例えば、これは実際
には＜１）であると仮定すると、使用されるべきサブ帯域の合計数は、　
【数１】

【００７５】
となりうる。
【００７６】
　ＮＦＦＴをＦＦＴサイズとし、周波数ビン毎のターゲットＰＦＡをＰＦＡ，ｂｉｎとす
る。したがって、以下の関係がある。　
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【数２】

【００７７】
したがって、ＰＦＡ，ｂｉｎは、　

【数３】

【００７８】
として計算されうる。ここで、Ｎｇｒｉｄは、オーバラップしているグリッドの数を表し
、Ｎｓｕｂは、サブ帯域の数を表す。
【００７９】
　整合フィルタ相関器の周波数選択性によって、信号帯域幅の端部における所望されない
信号寄与は、より低い周波数における場合ほど、パフォーマンスにおけるインパクトは大
きくない。Ｐｍｉｎを、ＤＣに近い周波数において検出したいと思われる、所望されない
最小の信号レベルであるとする。サブ帯域ｉにおいて検出されることを必要とされている
、所望されない最低の信号寄与レベルは、　

【数４】

【００８０】
として計算されうる。ここで、Ｄｉは、（図４におけるライン４１２によって例示されて
いるように）チップ整合フィルタによる、サブ帯域ｉにおける最小の信号下降レベルであ
る。
【００８１】
　必要とされている、所望されない信号寄与検出レベルは、各サブ帯域において異なりう
るので、異なる数の非コヒーレントな統合が、各サブ帯域のために使用されうる。Ｍｉを
、サブ帯域ｉにおいて使用される非コヒーレントな統合の数であるとする。エネルギ・グ
リッドにおける各要素は、２Ｍｉの自由度を持つカイ２乗分布を有する。この分布は、ノ
イズのみを持つビンのための中心カイ二乗と、ノイズと所望されない信号寄与との両方を
持つビンのための非中心カイ二乗である。したがって、検出しきい値の例は、　

【数５】

【００８２】
として計算されうる。ここで、Ｑは、２Ｍｉの自由度を持つ逆正規化（inverse normaliz
ed）された中心カイ二乗分布関数であり、２Ｍｉσ２は、おのおのの周波数ビンにおける
複素信号の分散である。関数Ｑは、ルックアップ・テーブル等を用いて効率的に実施され
うる。２Ｍｉσ２という値は、メジアン・フィルタを用いることによって推定されうる。
本明細書に示されている式（１）および式（３）の例は、具体的には、エネルギ検出器の
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一例である、二乗検出器に関連していることが認識されるべきである。その他の実施の例
では、別の検出器が使用され（例えば、線形検出器等が使用され）、よって、異なる確率
分布が、このような検出器に適合する可能性が高くなるであろう。
【００８３】
　所望されない最低の信号寄与レベルにおいて、１つのＦＦＴの出力におけるＦＦＴビン
毎の所望されない信号対ノイズ比は、　
【数６】

【００８４】
として計算されうる。ここで、ｋはボルツマン定数、Ｔｏ＝２９０Ｋ、およびＮＦは、Ｒ
Ｆフロント・エンドの最悪ケースのノイズ指数である。この式は、アンテナ・ノイズ温度
が２９０Ｋであると仮定する。これは、ノイズ指数にとって標準的な条件であり、それを
他のノイズ温度にどのようにして一般化させるのかは良く知られている。
【００８５】
　所望されない最低の信号寄与の入力レベルを検出する確率は、　
【数７】

【００８６】
として計算されうる。ここで、Ｆは、２Ｍｉ＞の自由度と、非中心パラメータ　
【数８】

【００８７】
とを有する、正規化された非中心カイ二乗分布の累積分布である。
【００８８】
　この例では、検出のために、所望されない信号寄与トーンを検出する確率Ｐｉ，ｄが、
しきい値よりも大きいことが有用でありうる。このため、各サブ帯域のＭｉの値を、１か
ら増加させることを試みることと、Ｐｉ，ｄがしきい値よりも大きくなるまで式（１）、
（２）、（３）に代入することとによって、サブ帯域ｉにおける非コヒーレントな統合の
数が決定されうる。必要な数の非コヒーレントな統合は、端部の周波数におけるサブ帯域
について十分小さくなりうるので、このようなスキームの例は、すべてのサブ帯域にわた
って固定された数の非コヒーレントな統合を有するスキームを単純に用いることよりも、
より有用でありうる。
【００８９】
　この例では、所望されない信号寄与の電力および周波数を正確に推定するために、ジャ
マ周波数が粗く決定されると、そのジャマ周波数を中心とする、より高い分解能のサブ帯
域スペクトルが計算されうる。例えば、所望されない信号寄与が検出されると、所望され
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ない信号周波数に等しい中心周波数を用いて周波数変換器が再プログラムされうる。デシ
メータのデシメーション係数が、その最大に設定されうる。これは、ピークを補間するた
めに必要とされる非コヒーレントな統合の数を小さくしうる。このようなデシメーション
係数が、より高く設定され、より高い周波数分解能が達成されうる。
【００９０】
　次に図４に注目されたい。これは、実施にしたがって、選択された周波数４０６に関連
付けられ、複数のサブ帯域４０４－１乃至４０４－１０へ分割されたスペクトル帯域４０
２の例を例示するグラフ４００である。サブ帯域４０４－３および４０４－５に関して例
示されているように、おのおののサブ帯域は、それぞれの中心周波数４０８および帯域幅
４１０に関連付けられている。ここでは、例えば、サブ帯域４０４－３は、中心周波数４
０８－１を中心とする帯域幅４１０－１を有し、サブ帯域４０４－５は、中心周波数４０
８－２を中心とする帯域幅４１０－２を有する。この例示された例では、サブ帯域４０４
－３および４０４－５は隣接しており、オーバラップしていない。しかしながら、別の実
施の例では、２またはそれ以上のサブ帯域がオーバラップしうるか、および／または、１
または複数の別のサブ帯域さえも備えうる。例えば、オーバラップ・フラクションは、１
－ηでありうる。この例示された例では、サブ帯域４０４－１乃至４０４－１０はおのお
の等しい帯域幅を有する。しかしながら、別の実施の例では、２またはそれ以上のサブ帯
域が、異なる帯域幅を有しうる。
【００９１】
　長方形のＳＰＳチップの周波数領域におけるｓｉｎｃ＾２形状（ライン４１２参照）に
より、所望されない低周波数の信号寄与は、より高い周波数を持つ信号寄与よりも、受信
機のパフォーマンスに対してより有害なインパクトを有しうる。したがって、先ず、より
低い周波数を持つ所望されない信号寄与を求めてスキャンし、検出することが望まれうる
。これは、検出器１１４／１１４’に対して、特定のスキャン順序でサブ帯域をスキャン
するように指示することによってなされうる。例えば、１つのスキャン順では、先ず低周
波数のサブ帯域がスキャンされ、その後、スキャンは、次第にサブ帯域の端部に向かって
進みうる。このような１つのスキャン順の例が、サブ帯域４０４－１乃至４０４－１０の
順番で図４に例示されている。ここでは、例えば、サブ帯域４０４－１および４０４－２
が、選択された周波数４０６に関して最低の周波数をカバーし、もって、まずサブ帯域４
０４－３，４０４－４，４０４－５，４０４－６，４０４－７，４０４－８，４０４－９
、そして最後に４０４－１０という順序にしたがってスキャンされうる。いくつかの事例
（例えば、ＧＬＯＮＡＳＳのような周波数分割多重ＳＰＳ）では、スキャン順は、トラッ
クされている１または複数のチャネル（例えば、トラックされているチャネルが、スキャ
ン順においてより高い優先度を有しうる）に基づいて、影響を受けるか、および／または
、ある方式に基づきうる。
【００９２】
　図５は、実施にしたがって、１または複数の所望される信号の受信と干渉しうる、１ま
たは複数の所望されない信号を検出するために少なくとも部分的に動作しうる移動局１０
２の形態をとる具体的な装置５００を図示する。この例において例示されるように、装置
５００は、少なくとも１つの受信機１０８によって、所望される信号寄与（例えば、ＳＰ
Ｓ信号１０６（図１））を受信し処理しうる。
【００９３】
　図５に例示されるように、移動局１０２の例は、１または複数の処理ユニット５０２と
、メモリ５０４と、接続５０６と、ネットワーク通信インタフェース５０８と、１または
複数の入力デバイス５１０と、１または複数のユーザ出力デバイス５１２とを備えうる。
【００９４】
　図示されるように、メモリ５０４は、一次メモリ５０４－１、および／または、２次メ
モリ５０４－２を備えうる。ここで、例えば、一次メモリ５０４－１は、信号データ５２
８と、さまざまな形式のサンプル・データ５３０と、サブ帯域インクリメント（単数また
は複数）５３２と、電力スペクトル５３４と、しきい値（単数または複数）５３６と、ス
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キャン順５３８と、コヒーレントに統合されたデータ５４０と、非コヒーレントに統合さ
れたデータ５４２と、候補ピーク（単数または複数）５４４と、トリガ・イベント（単数
または複数）５６０と、および／または、現在の推定位置５７０とに関連する情報および
／または命令群を格納するものとして例示されている。これらは、処理ユニット（単数ま
たは複数）５０２によってアクセス／提供または実行されうる。メモリ５０４は、処理ユ
ニット（単数または複数）５０２によって実行されうる受信機１０８および／または検出
器１１４のための命令群を格納しうる。
【００９５】
　例示されるように、移動局１０２は、１または複数の接続５０６を介してメモリ５０４
に接続された、（例えば、本明細書で提供された技法のすべてまたは一部にしたがって）
データ処理を実行するための１または複数の処理ユニット５０２を備えた特定のコンピュ
ーティング・デバイスの形態を取りうる。処理ユニット（単数または複数）５０２は、ハ
ードウェアで、または、ハードウェアとソフトウェアとの組み合わせで実現されうる。処
理ユニット（単数または複数）５０２は、データ・コンピューティング手順または処理の
うちの少なくとも一部を実行するように設定可能な１または複数の回路を代表しうる。限
定ではなく例によって、処理ユニットは、１または複数のプロセッサ、コントローラ、マ
イクロプロセッサ、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路、デジタル信号プロセ
ッサ、プログラマブル論理回路、およびフィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ等
、または、これらの任意の組み合わせを含みうる。
【００９６】
　メモリ５０４は、任意のデータ格納メカニズムを代表しうる。メモリ５０４は、例えば
、一次メモリ５０４－１および／または二次メモリ５０４－２を含みうる。一次メモリ５
０４－１は、例えば、ランダム・アクセス・メモリ、読取専用メモリ、不揮発性メモリ等
を備えうる。この例では、処理ユニットとは別であるように例示されているが、一次メモ
リのすべてまたは一部は、移動局１０２内に提供されうるか、または、移動局１０２内の
処理ユニット（単数または複数）５０２等のような回路と、コロケート／接続されうるこ
とが理解されるべきである。二次メモリ５０４－２は、一次メモリと同じまたは類似のタ
イプのメモリを備えうるか、および／または、例えば、ディスク・ドライブ、光ディスク
・ドライブ、テープ・ドライブ、ソリッド・ステート・メモリ・ドライブ等のような１ま
たは複数のデータ記憶デバイスまたはシステムを備えうる。いくつかの実施では、二次メ
モリは、非一次的なコンピュータ読取可能な媒体５２０を受け入れ可能に動作するか、あ
るいは、非一次的なコンピュータ読取可能な媒体５２０に接続するように設定可能であり
うる。例示されるように、メモリ５０４および／またはコンピュータ読取可能な媒体５２
０は（例えば、本明細書で提供された技法にしたがって）、データ／信号処理に関連付け
られたコンピュータ実行可能な命令群５２２を備えうる。
【００９７】
　いくつかの実施の例では、例示されるように、移動局１０２はさらに、１または複数の
ユーザ入力デバイス５１０（例えば、キーボード、タッチ・スクリーン、マイクロホン、
カメラ等）、および／または、１または複数のユーザ出力デバイス５１２（例えば、ディ
スプレイ、プロジェクタ、スピーカ等）を備えうる。したがって、例えば、ナビゲーショ
ン機能関連情報（例えば、ロケーション・ベースのサービス情報、マップ等）が、ある形
態のユーザ出力によってユーザへ提示されうる。さらに、ナビゲーション機能またはその
他の能力に関連するユーザ入力が、ユーザ入力デバイス（単数または複数）５１０を介し
て受信されうる。
【００９８】
　例示されていないが、移動局１０２は、その多くまたはいくつかがロケーション・ベー
スのサービスおよび／またはそのような位置推定機能とは無関係でありうるさまざまなタ
スクを実行するようにイネーブルされうることが理解されるべきである。
【００９９】
　図６を参照されたい。これは、実施にしたがって、１または複数の所望される信号の受
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信と干渉しうる１または複数の所望されない信号を検出するために、移動局１０２におい
て使用される処理６００の例のいくつかの特徴を例示するフロー図である。
【０１００】
　ブロック６０２では、少なくとも１つの所望される信号寄与と、恐らくは、１または複
数の所望されない信号寄与とを有する信号が受信されうる。ブロック６０４では、受信信
号に基づいて、信号データが生成または確立されうる。ここでは、例えば、ＲＦフロント
・エンドの１１０（図１）が、ＲＦ信号を受信し、対応するデジタル信号情報を、信号デ
ータの形式で確立しうる。
【０１０１】
　ブロック６０６では、受信信号のスペクトル帯域を動的にスキャンすることによって、
スペクトル帯域のうちの少なくとも一部に関連付けられた信号データがさらに、少なくと
も１つの所望されない信号寄与を備えているか否かが判定されうる。いくつかの実施の例
では、ブロック６０８において、このような判定処理を開始させるトリガ・イベントが識
別されうる。いくつかの実施の例では、ブロック６１０において、信号データが、受信機
における選択された処理ステージにおいて、または、この処理ステージから取得されうる
。いくつかの実施の例では、ブロック６１２において、複数のサブ帯域が識別され、所望
されない信号寄与の存在を求めて、例えば、定義された順序でスキャンされうる。いくつ
かの実施の例では、ブロック６１４において、例えば、推定された電力、推定された帯域
幅、および／または、推定された中心周波数のように、検出された所望されない信号寄与
に関連付けられた、１または複数のパラメータが確立されうる。
【０１０２】
　ブロック６１６では、信号データが少なくとも１つの所望されない信号寄与を備えてい
ると判定されることに応じて、少なくとも１つのノッチ・フィルタが、受信信号に関連付
けられた後続する信号データにおける所望されない信号寄与に影響を与えるように動作可
能なように起動されうる。ここでは、例えば、ブロック６１８において、ノッチ・フィル
タが、検出された少なくとも１つの所望されない信号寄与に関連付けられた少なくとも１
つのパラメータに少なくとも部分的に基づいてプログラムされうる。
【０１０３】
　オプションであるブロック６２０では、１または複数の検出された所望されない信号寄
与に関する情報（例えば、１または複数のパラメータ）が格納および／または送信されう
る。いくつかの事例では、このような情報はまた、移動局および検出された所望されない
信号寄与に関する情報（例えば、検出に関する時間または期間、検出に至るトリガ・イベ
ント、検出に関し推定された位置または場所）をも備えうる。
【０１０４】
　本明細書を通じて、「１つの例」、「例」、「いくつかの例」、または「典型的な実施
」に対する言及は、機能および／または例に関連して記載された特定の機能、構成、また
は特性が、特許請求された主題の少なくとも１つの機能および／または例に含まれうるこ
とを意味する。したがって、「一例において」、「例」、「いくつかの例において」、ま
たは「いくつかの実施において」等といったフレーズの、本明細書を通じたさまざまな場
面におけるフレーズの出現は、必ずしもすべてが、同じ機能、例、および／または、限定
を表す必要はない。さらに、特定の機能、構成、または特性が、１または複数の例および
／または機能において結合されうる。
【０１０５】
　本明細書において使用されるような「および」、「または」、および、「および／また
は」という用語は、このような用語が使用されるコンテキストに少なくとも部分的に依存
することも期待されているさまざまな意味を含みうる。一般に、「または」は、例えばＡ
、Ｂ、またはＣのように、リストを関連付けるために使用されているのであれば、包括的
意味で使用されるＡ、Ｂ、およびＣを意味するのみならず、排他的意味で使用されるＡ、
Ｂ、またはＣをも意味することが意図されている。さらに、本明細書で使用されるような
「１または複数」という用語は、あらゆる機能、構成、または特性を、単数形で記載する
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ために使用されうるか、または、複数の機能、構成、または特性を、または、機能、構成
、または特性のその他のある組み合わせを記載するために使用されうる。しかしながら、
これは単なる例示的な例であり、権利主張される主題は、この例に限定されないことが注
目されるべきである。
【０１０６】
　本明細書に記載された方法は、特定の機能および／または例にしたがうアプリケーショ
ンに依存してさまざまな手段によって実現されうる。例えば、そのような方法は、ソフト
ウェアとともに、ハードウェアで、ファームウェアで、および／または、これらの組み合
わせで実現されうる。ハードウェアによる実現では、例えば、処理ユニットは、１または
複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、デジタ
ル信号処理デバイス（ＤＳＰＤ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、フィールド
・プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）、プロセッサ、コントローラ、マイクロ
コントローラ、マイクロプロセッサ、電子デバイス、本明細書に記載された機能を実行す
るために設計されたその他のデバイス・ユニット、および／またはこれらの組み合わせ内
で実現されうる。
【０１０７】
　前述した詳細説明では、権利主張される主題の完全な理解を提供するために、多くの具
体的な詳細が記載されている。しかしながら、権利主張される主題は、これら具体的な詳
細無しで実現されうることが当業者によって理解されるだろう。その他の事例では、当業
者によって知られることになるであろう方法および装置は、権利主張される主題を不明瞭
にしないように、詳しく記載されていない。
【０１０８】
　前述した詳細記載のうちのいくつかの部分は、具体的な装置または特別目的のコンピュ
ーティング・デバイスまたはプラットフォームのメモリ内に格納されたバイナリ・デジタ
ル電気信号に対する動作のアルゴリズムまたはシンボル表示に関して記載されている。こ
の特定の明細書のコンテキストにおいて、特定の装置等といった用語は、プログラム・ソ
フトウェアからの命令群に準じた特定の機能を実行するようにプログラムされた汎用コン
ピュータを含む。アルゴリズム的な記載またはシンボル表示は、これら発明の実態を当業
者に伝達するために、信号処理または関連技術において当業者によって使用される技法の
例である。ここに示されるアルゴリズムは、一般に、所望の結果に至る自己矛盾の無い動
作シーケンスまたは類似の信号処理であると考えられる。このコンテキストでは、動作ま
たは処理は、物理量の物理的な操作を含んでいる。一般に、このような量は、必ずしもそ
うであるとは限らないが、情報を表す電気信号として格納、転送、結合、比較、または操
作されることが可能な電気信号または磁気信号の形態をとりうる。このような信号を、ビ
ット、データ、値、要素、シンボル、キャラクタ、用語、数字、数、情報等のような信号
として称することは、しばしば、主に一般的な利用の理由から便利であることが証明され
ている。しかしながら、これらの用語または類似の用語のすべてが、適切な物理量に関連
付けられるべきであり、単なる便利なラベルであることが理解されるべきである。特に別
記しない限り、以下の説明から明らかなように、本明細書を通じて、例えば、「処理する
」、「コンピューティングする」、「計算する」、「判定する」、「分類する」、「確立
する」、「取得する」、「識別する」、「選択する」等のような用語を用いた議論は、例
えば、特別目的コンピュータ、または、類似の特別目的電子コンピューティング・デバイ
スのような特定の装置の動作または処理を称することが認識される。したがって、本明細
書のコンテキストでは、特別目的コンピュータまたは類似の特別目的電子コンピューティ
ング・デバイスは、一般に、特別目的コンピュータまたは類似の特別目的電子コンピュー
ティング・デバイスの、メモリ、レジスタ、またはその他の情報記憶デバイス、送信デバ
イス、またはディスプレイ・デバイス内の物理的な電気量または磁気量として表される信
号を操作または変換することができる。この特定の特許出願のコンテキストでは、「具体
的な装置」という用語は、プログラム・ソフトウェアからの命令群に準じた特定の機能を
実行するようにプログラムされた汎用コンピュータを含みうる。
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【０１０９】
　いくつかの状況では、例えば、二進数の１から二進数の０へ、または、その逆のような
状態の変化のようなメモリ・デバイスの動作は、例えば物理的な変換のような変換を備え
うる。特定のタイプのメモリ・デバイス用いるこのような物理的な変換は、物品の別の状
態または別の物への物理的な変換を備えうる。例えば、限定することなく、いくつかのタ
イプのメモリ・デバイスの場合、状態の変化は、電荷の蓄積または格納、または、格納さ
れた電荷の放出を含みうる。同様に、その他のメモリ・デバイスでは、状態の変化は、磁
気方向における物理的な変化または変換を備えうるか、または、例えば、結晶からアモル
ファスへ、または、その逆のような分子構造における物理的な変化または変換を備えうる
。また、その他のメモリ・デバイスでは、物理状態の変化は、例えば、重ね合わせ、もつ
れ等のように、例えば量子ビット（キュービット）を含みうる量子機械現象を含みうる。
前述したものは、メモリ・デバイス内の二進数の１から二進数の０への、または、その逆
のような状態の変化が、例えば物理的な変換のような変換を備えうるすべての例の網羅的
なリストであることは意図されていない。むしろ、前述したものは、例示的な例として意
図されている。
【０１１０】
　コンピュータ読取可能な（記憶）媒体は、一般に、非一時的でありうるか、または、非
一時的なデバイスを備えうる。このコンテキストでは、非一時的な記憶媒体は、有形であ
るデバイスを含みうる。これは、このデバイスは、その物理的な状態を変えうるものの、
具体的な物理形態を有していることを意味する。したがって、例えば、非一時的とは、状
態の変化にも関わらず、有形を維持するデバイスを称する。
【０１１１】
　特徴の例であると現在考えられているものが例示され説明されたが、権利主張される主
題から逸脱することなく、その他さまざまな変形がなされ、均等物が代用されうることが
当業者によって理解されるだろう。さらに、本明細書に記載された中心概念から逸脱する
ことなく、特定の状況を、権利主張された主題の教示に適合されるために多くの変形がな
されうる。
【０１１２】
　したがって、権利主張される主題は、開示された特定の例に限定されないが、権利主張
されるそのような主題はまた、添付された特許請求の範囲内にあるすべての態様と、その
均等物とを含みうることが意図される。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　方法であって、
　受信機を備えるデバイスにおいて、
　　所望される信号寄与を備える受信信号のスペクトル帯域内の複数のサブ帯域のうちの
少なくとも１つのサブ帯域に関連付けられた信号データがさらに、少なくとも１つの所望
されない信号寄与を備えているか否かを判定するために、前記複数のサブ帯域のうちの少
なくとも１つのサブ帯域をスキャンすることと、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域における信号データが、前記少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えていると判定されることに応じて、前記受信信号に関連付けられた
後続する信号データにおける少なくとも１つの所望されない信号寄与に影響を与えるため
に、前記受信機内の少なくとも１つのノッチ・フィルタを起動させることと、
を備える方法。
［Ｃ２］
　前記スキャンすることはさらに、前記複数のサブ帯域のうちの１または複数の帯域幅、
前記複数のサブ帯域のうちの１または複数の中心周波数、または前記複数のサブ帯域のう
ちの１または複数の統合時間、のうちの少なくとも１つを設定することを備える、Ｃ１に
記載の方法。
［Ｃ３］
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　前記スキャンすることはさらに、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域を選択することと、
　　前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に関連付けられた中心周波数を推定する
こととを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記スキャンすることはさらに、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域を選択することと、
　　前記選択されたサブ帯域において信号サンプルを収集することと、
　　前記選択されたサブ帯域の電力スペクトルを生成するために、前記信号サンプルにフ
ーリエ解析を適用することと、
　　前記選択されたサブ帯域において、前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に関
連付けられた１または複数のパラメータを推定するために、前記電力スペクトルにピーク
処理を適用することとを備える、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記中心周波数を推定することはさらに、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域のための１または複数の電力スペクトルを、非コヒー
レントに結合することと、
　　　前記結合された電力スペクトルにしきい値を適用することとを備える、Ｃ３に記載
の方法。
［Ｃ６］
　前記スキャンすることはさらに、定義された順序に基づいて、前記複数のサブ帯域のう
ちの１または複数を求めて前記スキャンを実行することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記定義された順序は、前記複数のサブ帯域のおのおのの中心周波数の、前記スペクト
ル帯域の中心周波数からの差分に少なくとも部分的に基づく、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記複数のサブ帯域のうちの２つが、少なくとも部分的にオーバラップする、Ｃ１に記
載の方法。
［Ｃ９］
　前記複数のサブ帯域のうちの少なくとも２つが、異なる中心周波数および等しい帯域幅
サイズを有する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記スペクトル帯域は、前記複数のサブ帯域によって使い果たされる、Ｃ１に記載の方
法。
［Ｃ１１］
　前記受信機における複数の異なる処理ステージのうちの少なくとも１つから、前記信号
データを選択的に取得すること、をさらに備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記信号データは、前記少なくとも１つのノッチ・フィルタを備えるフィルタリング・
ステージの前または後の何れかにおいて取得される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記所望される信号寄与は、ＳＰＳ信号を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記少なくとも１つの所望されない信号寄与は、前記所望される信号と干渉する連続波
信号に関連付けられる、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記スキャンすることは、１または複数のトリガ・イベントに応じて開始される、Ｃ１
に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記１または複数のトリガ・イベントは、デバイスまたはセッション開始イベント、新
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たなチャネル開始イベント、時間ベースのイベント、周波数ドリフト・イベント、開始さ
れたスキャン・イベント、または信号データしきい値イベント、のうちの少なくとも１つ
を備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に関連付けられた少なくとも１つのパラメ
ータを決定すること、をさらに備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記少なくとも１つのパラメータは、前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に関
連付けられた推定された中心周波数、推定された帯域幅、または推定された電力、のうち
の少なくとも１つを示す、Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記デバイスにおいて、
　　前記少なくとも１つのパラメータをメモリに格納することと、
　　その後、前記格納されたパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記少なくとも
１つのノッチ・フィルタをプログラムすることと、をさらに備えるＣ１７に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記デバイスにおいて、前記少なくとも１つのパラメータを、少なくとも１つの他のデ
バイスへ送信すること、をさらに備えるＣ１７に記載の方法。
［Ｃ２１］
　前記デバイスにおいて、前記デバイスの現在推定されている位置を、前記少なくとも１
つの他のデバイスへ送信すること、をさらに備えるＣ２０に記載の方法。
［Ｃ２２］
　装置であって、
　所望される信号寄与を備える受信信号のスペクトル帯域内の複数のサブ帯域のうちの少
なくとも１つのサブ帯域に関連付けられた信号データがさらに、少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えているか否かを判定するために、前記複数のサブ帯域のうちの少な
くとも１つのサブ帯域をスキャンする手段と、
　前記少なくとも１つのサブ帯域における信号データが、前記少なくとも１つの所望され
ない信号寄与を備えていると判定されることに応じて、前記受信信号に関連付けられた後
続する信号データにおける少なくとも１つの所望されない信号寄与に影響を与えるために
、前記受信機内の少なくとも１つのノッチ・フィルタを起動させる手段と、
を備える装置。
［Ｃ２３］
　前記複数のサブ帯域のうちの１または複数の帯域幅を設定する手段、前記複数のサブ帯
域のうちの１または複数の中心周波数を設定する手段、または前記複数のサブ帯域のうち
の１または複数の統合時間を設定する手段、のうちの少なくとも１つをさらに備える、Ｃ
２２に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記スキャンする手段はさらに、前記少なくとも１つのサブ帯域を選択する手段と、前
記少なくとも１つの所望されない信号寄与に関連付けられた中心周波数を推定する手段と
を備える、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記スキャンする手段はさらに、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域を選択する手段と、
　　前記選択されたサブ帯域において信号サンプルを収集する手段と、
　　前記選択されたサブ帯域の電力スペクトルを生成するために、前記信号サンプルにフ
ーリエ解析を適用する手段と、
　　前記選択されたサブ帯域において、前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に関
連付けられた１または複数のパラメータを推定するために、前記電力スペクトルにピーク
処理を適用する手段とを備える、Ｃ２２に記載の装置。
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［Ｃ２６］
　前記中心周波数を推定することはさらに、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域のための１または複数の電力スペクトルを、非コヒー
レントに結合することと、
　　前記結合された電力スペクトルにしきい値を適用することとを備える、Ｃ２４に記載
の装置。
［Ｃ２７］
　定義された順序に基づいて、前記複数のサブ帯域のうちの１または複数を求めて前記ス
キャンする手段を実行する手段、をさらに備えるＣ２２に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記定義された順序は、前記複数のサブ帯域のおのおのの中心周波数の、前記スペクト
ル帯域の中心周波数からの差分に少なくとも部分的に基づく、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記複数のサブ帯域のうちの２つが、少なくとも部分的にオーバラップする、Ｃ２２に
記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記複数のサブ帯域のうちの少なくとも２つが、異なる中心周波数および等しい帯域幅
サイズを有する、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ３１］
　前記スペクトル帯域は、前記複数のサブ帯域によって使い果たされる、Ｃ２２に記載の
装置。
［Ｃ３２］
　前記受信機における複数の異なる処理ステージのうちの少なくとも１つから、前記信号
データを選択的に取得する手段、をさらに備えるＣ２２に記載の装置。
［Ｃ３３］
　前記所望される信号寄与は、ＳＰＳ信号を備える、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ３４］
　前記少なくとも１つの所望されない信号寄与は、前記所望される信号と干渉する連続波
信号に関連付けられる、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ３５］
　前記スキャンすることは、１または複数のトリガ・イベントに応じて開始される、Ｃ２
２に記載の装置。
［Ｃ３６］
　前記１または複数のトリガ・イベントは、デバイスまたはセッション開始イベント、新
たなチャネル開始イベント、時間ベースのイベント、周波数ドリフト・イベント、開始さ
れたスキャン・イベント、または信号データしきい値イベント、のうちの少なくとも１つ
を備える、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ３７］
　前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に関連付けられた少なくとも１つのパラメ
ータを決定する手段、をさらに備えるＣ２２に記載の装置。
［Ｃ３８］
　前記少なくとも１つのパラメータは、前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に関
連付けられた推定された中心周波数、推定された帯域幅、または推定された電力、のうち
の少なくとも１つを示す、Ｃ３７に記載の装置。
［Ｃ３９］
　前記少なくとも１つのパラメータをメモリに格納する手段と、
　その後、前記格納されたパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記少なくとも１
つのノッチ・フィルタをプログラムする手段と、をさらに備えるＣ３７に記載の装置。
［Ｃ４０］
　前記少なくとも１つのパラメータを、少なくとも１つの他のデバイスへ送信する手段、
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をさらに備えるＣ３７に記載の装置。
［Ｃ４１］
　デバイスであって、
　信号を受信するためのラジオ周波数（ＲＦ）フロント・エンドと、
　受信信号に関連付けられた信号データを確立するためのベースバンド・プロセッサと、
　　所望される信号寄与を備える受信信号のスペクトル帯域内の複数のサブ帯域のうちの
少なくとも１つのサブ帯域に関連付けられた信号データがさらに、少なくとも１つの所望
されない信号寄与を備えているか否かを判定するために、前記複数のサブ帯域のうちの少
なくとも１つのサブ帯域をスキャンし、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域における信号データが、前記少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えていると判定されることに応じて、前記受信信号に関連付けられた
後続する信号データにおける少なくとも１つの所望されない信号寄与に影響を与えるため
に、前記受信機内の少なくとも１つのノッチ・フィルタを起動させるための少なくとも１
つの処理ユニットと、
を備えるデバイス。
［Ｃ４２］
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、前記複数のサブ帯域のうちの１または複
数の帯域幅、前記複数のサブ帯域のうちの１または複数の中心周波数、または前記複数の
サブ帯域のうちの１または複数の統合時間のうちの少なくとも１つを設定する、Ｃ４１に
記載のデバイス。
［Ｃ４３］
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域を選択し、
　　前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に関連付けられた中心周波数を推定する
、Ｃ４１に記載のデバイス。
［Ｃ４４］
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域を選択し、
　　前記選択されたサブ帯域において信号サンプルを収集し、
　　前記選択されたサブ帯域の電力スペクトルを生成するために、前記信号サンプルにフ
ーリエ解析を適用し、
　　前記選択されたサブ帯域において、前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に関
連付けられた１または複数のパラメータを推定するために、前記電力スペクトルにピーク
処理を適用する、Ｃ４３に記載のデバイス。
［Ｃ４５］
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域のための１または複数の電力スペクトルを、非コヒー
レントに結合し、
　　前記結合された電力スペクトルにしきい値を適用する、Ｃ４３に記載のデバイス。
［Ｃ４６］
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、定義された順序に基づいて、前記複数の
サブ帯域のうちの１または複数を求めてスキャンを実行する、Ｃ４１に記載のデバイス。
［Ｃ４７］
　前記定義された順序は、前記複数のサブ帯域のおのおのの中心周波数の、前記スペクト
ル帯域の中心周波数からの差分に少なくとも部分的に基づく、Ｃ４６に記載のデバイス。
［Ｃ４８］
　前記複数のサブ帯域のうちの２つが、少なくとも部分的にオーバラップする、Ｃ４１に
記載のデバイス。
［Ｃ４９］
　前記複数のサブ帯域のうちの少なくとも２つが、異なる中心周波数および等しい帯域幅
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サイズを有する、Ｃ４１に記載のデバイス。
［Ｃ５０］
　前記スペクトル帯域は、前記複数のサブ帯域によって使い果たされる、Ｃ４１に記載の
デバイス。
［Ｃ５１］
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、前記受信機における複数の異なる処理ス
テージのうちの少なくとも１つから、前記信号データを選択的に取得する、Ｃ４１に記載
のデバイス。
［Ｃ５２］
　前記信号データは、前記少なくとも１つのノッチ・フィルタを備えるフィルタリング・
ステージの前または後の何れかにおいて取得される、Ｃ４１に記載のデバイス。
［Ｃ５３］
　前記所望される信号寄与は、ＳＰＳ信号を備える、Ｃ４１に記載のデバイス。
［Ｃ５４］
　前記少なくとも１つの所望されない信号寄与は、前記所望される信号と干渉する連続波
信号に関連付けられる、Ｃ４１に記載のデバイス。
［Ｃ５５］
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、前記スキャンを、１または複数のトリガ
・イベントに応じて開始する、Ｃ４１に記載のデバイス。
［Ｃ５６］
　前記１または複数のトリガ・イベントは、デバイスまたはセッション開始イベント、新
たなチャネル開始イベント、時間ベースのイベント、周波数ドリフト・イベント、開始さ
れたスキャン・イベント、または信号データしきい値イベント、のうちの少なくとも１つ
を備える、Ｃ５５に記載のデバイス。
［Ｃ５７］
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、前記少なくとも１つの所望されない信号
寄与に関連付けられた少なくとも１つのパラメータを決定する、Ｃ４１に記載のデバイス
。
［Ｃ５８］
　前記少なくとも１つのパラメータは、前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に関
連付けられた推定された中心周波数、推定された帯域幅、または推定された電力、のうち
の少なくとも１つを示す、Ｃ５７に記載のデバイス。
［Ｃ５９］
　メモリをさらに備え、
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、
　　前記少なくとも１つのパラメータの前記メモリへの格納を開始し、
　　その後、前記格納されたパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記少なくとも
１つのノッチ・フィルタをプログラムする、Ｃ５７に記載のデバイス。
［Ｃ６０］
　通信インタフェースをさらに備え、
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、前記通信インタフェースを介して、前記
少なくとも１つのパラメータの、少なくとも１つの他のデバイスへの送信を開始する、Ｃ
５７に記載のデバイス。
［Ｃ６１］
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、前記通信インタフェースを介して、前記
デバイスの現在推定されている位置の、前記少なくとも１つの他のデバイスへの送信を開
始する、Ｃ６０に記載のデバイス。
［Ｃ６２］
　物品であって、
　　所望される信号寄与を備える受信信号のスペクトル帯域内の複数のサブ帯域のうちの
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少なくとも１つのサブ帯域に関連付けられた信号データがさらに、少なくとも１つの所望
されない信号寄与を備えているか否かを判定するために、前記複数のサブ帯域のうちの少
なくとも１つのサブ帯域をスキャンし、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域における信号データが、前記少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えていると判定されることに応じて、前記受信信号に関連付けられた
後続する信号データにおける少なくとも１つの所望されない信号寄与に影響を与えるため
に、前記受信機内の少なくとも１つのノッチ・フィルタを起動させる
ために、デバイスの１または複数の処理ユニットによって実行可能な、格納されたコンピ
ュータ実行可能な命令群を有する非一時的なコンピュータ読取可能な媒体、を備える物品
。
［Ｃ６３］
　前記コンピュータ実行可能な命令群はさらに、前記複数のサブ帯域のうちの１または複
数の帯域幅、前記複数のサブ帯域のうちの１または複数の中心周波数、前記複数のサブ帯
域のうちの１または複数の統合時間、のうちの少なくとも１つを設定するために前記１ま
たは複数の処理ユニットによって実行可能である、Ｃ６２に記載の物品。
［Ｃ６４］
　前記コンピュータ実行可能な命令群はさらに、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域を選択し、
　　　前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に関連付けられた中心周波数を推定す
る
ように、前記１または複数の処理ユニットによって実行可能である、Ｃ６２に記載の物品
。
［Ｃ６５］
　前記コンピュータ実行可能な命令群はさらに、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域を選択し、
　　前記選択されたサブ帯域において信号サンプルを収集し、
　　前記選択されたサブ帯域の電力スペクトルを生成するために、前記信号サンプルにフ
ーリエ解析を適用し、
　　前記選択されたサブ帯域において、前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に関
連付けられた１または複数のパラメータを推定するために、前記電力スペクトルにピーク
処理を適用する
ように、前記１または複数の処理ユニットによって実行可能である、Ｃ６４に記載の物品
。
［Ｃ６６］
　前記コンピュータ実行可能な命令群はさらに、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域のための１または複数の電力スペクトルを、非コヒー
レントに結合し、
　　前記結合された電力スペクトルにしきい値を適用する
ように、前記１または複数の処理ユニットによって実行可能である、Ｃ６４に記載の物品
。
［Ｃ６７］
　前記コンピュータ実行可能な命令群はさらに、定義された順序に基づいて、前記複数の
サブ帯域のうちの１または複数を求めてスキャンを実行する、ように、前記１または複数
の処理ユニットによって実行可能である、Ｃ６２に記載の物品。
［Ｃ６８］
　前記定義された順序は、前記複数のサブ帯域のおのおのの中心周波数の、前記スペクト
ル帯域の中心周波数からの差分に少なくとも部分的に基づく、Ｃ６７に記載の物品。
［Ｃ６９］
　前記複数のサブ帯域のうちの２つが、少なくとも部分的にオーバラップする、Ｃ６２に
記載の物品。
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［Ｃ７０］
　前記複数のサブ帯域のうちの少なくとも２つが、異なる中心周波数および等しい帯域幅
サイズを有する、Ｃ６２に記載の物品。
［Ｃ７１］
　前記スペクトル帯域は、前記複数のサブ帯域によって使い果たされる、Ｃ６２に記載の
物品。
［Ｃ７２］
　前記コンピュータ実行可能な命令群はさらに、前記受信機における複数の異なる処理ス
テージのうちの少なくとも１つから、前記信号データを選択的に取得するように、前記１
または複数の処理ユニットによって実行可能である、Ｃ６２に記載の物品。
［Ｃ７３］
　前記信号データは、前記少なくとも１つのノッチ・フィルタを備えるフィルタリング・
ステージの前または後の何れかにおいて取得される、Ｃ６２に記載の物品。
［Ｃ７４］
　前記所望される信号寄与は、ＳＰＳ信号を備える、Ｃ６２に記載の物品。
［Ｃ７５］
　前記少なくとも１つの所望されない信号寄与は、前記所望される信号と干渉する連続波
信号に関連付けられる、Ｃ６２に記載の物品。
［Ｃ７６］
　前記コンピュータ実行可能な命令群はさらに、１または複数のイベントに応じて、前記
スキャンを開始するように、前記１または複数の処理ユニットによって実行可能である、
Ｃ６２に記載の物品。
［Ｃ７７］
　前記１または複数のトリガ・イベントは、デバイスまたはセッション開始イベント、新
たなチャネル開始イベント、時間ベースのイベント、周波数ドリフト・イベント、開始さ
れたスキャン・イベント、または信号データしきい値イベント、のうちの少なくとも１つ
を備えるＣ７６に記載の物品。
［Ｃ７８］
　前記コンピュータ実行可能な命令群はさらに、前記少なくとも１つの所望されない信号
寄与に関連付けられた少なくとも１つのパラメータを決定するように、前記１または複数
の処理ユニットによって実行可能である、Ｃ６０に記載の物品。
［Ｃ７９］
　前記少なくとも１つのパラメータは、前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に関
連付けられた推定された中心周波数、推定された帯域幅、または推定された電力、のうち
の少なくとも１つを示す、Ｃ７８に記載の物品。
［Ｃ８０］
　前記コンピュータ実行可能な命令群はさらに、
　　前記少なくとも１つのパラメータをメモリに格納し、
　　その後、前記格納されたパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記少なくとも
１つのノッチ・フィルタをプログラムする
ように、前記１または複数の処理ユニットによって実行可能である、Ｃ７８に記載の物品
。
［Ｃ８１］
　前記コンピュータ実行可能な命令群はさらに、前記少なくとも１つのパラメータの、少
なくとも１つの他のデバイスへの送信を開始するように、前記１または複数の処理ユニッ
トによって実行可能である、Ｃ７０に記載の物品。
［Ｃ８２］
　前記コンピュータ実行可能な命令群はさらに、前記デバイスの現在推定されている位置
の、前記少なくとも１つの他のデバイスへの送信を開始するように、前記１または複数の
処理ユニットによって実行可能である、Ｃ８１に記載の物品。
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